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このマニュアルについて

SGI Graphics Clusterは、ビジュアルシミュレーションおよびバーチャルリアリティ用のアプリ
ケーションに、低コストで半没入型のグラフィック機能を提供します。 SGI Graphics Clusterは
オペレーティングシステムにLinuxまたはWindows NTを採用しており、SGI独自の、またはオ
プションのハードウェアおよびソフトウェアを搭載しています。

このマニュアルは、SGI Graphics Clusterシステムの所有者と管理者を対象として書かれていま
す。 システムコンポーネントの中には、所有者や管理者が取り付け、取り外し、および交換でき
るものがあります。このマニュアルでは、これらの手順について説明しています。

このマニュアルでは、ユーザの方が注文されたシステムのオペレーティングシステムとグラ

フィックについて多少の知識をお持ちであることを前提にしています。しかし、特別な訓練を受

けていることは前提にしていません。 

このマニュアルは以下の章と付録で構成されています。

• 第1章「SGI Graphics Clusterの特徴と機能」

この章では、SGI Graphics Clusterの特徴について説明します。

• 第2章「SGI Graphics Clusterのマスターノードとチャンネルノード」

この章では、マスターノードとチャンネルノード、およびそれらの主なコンポーネントにつ

いて説明します。 ここでは、システムボードのレイアウトおよびフロントパネルとリアパネ
ルの詳細を示し、その他の内部デバイスについての情報を提供します。 

• 第3章「SGI Graphics Clusterの管理」

この章では、基本的なシステム管理についての参照情報と、ハードウェアシステムの起動に

ついての説明、およびオペレーティングシステムについての参考書籍の一覧を提供します。

• 第4章「ノードの追加と交換」

この章では、チャンネルノードをSGI Graphics Clusterシステムに追加する方法と、ノード
を交換する方法について説明します。 また、スライドレールの設置についても説明します。
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• 第5章「SGI Graphics Clusterシステムコンポーネントの追加と交換」

この章では、ドライブ、ドライブケージ、拡張カード、ケースのファン、メモリモジュール

を交換または追加する方法について説明します。

• 第6章「トラブルシューティング」

この章では、システムのエラーメッセージについて説明し、起こりうる問題についての解決

方法を提案します。 

• 付録A「技術仕様」

この付録では、物理的、電気的な特性とコネクタピン配列について説明します。

• 付録B「規制情報」

この付録では、規制情報について説明します。

マニュアルの最後には、索引があります。 

その他の関連マニュアル

SGI Graphics Clusterのその他のマニュアルは、ドキュメンテーションCDに収録されています。
収録されているマニュアルは以下のとおりです。

• 『SGI Graphics Clusterクイックスタートガイド』（007-4313-001）

さらに、このマニュアルの製本版がSGI Graphics Clusterシステムに付属しています。

• 『SGI ImageSyncユーザーズガイド』（007-4465-001） 

• 『SGI DataSyncプログラマーズガイド』（007-4463-001）

• 『SGI SynaptIQ 管理者ガイド』（007-4464-001） 

WebからSGIドキュメントを入手する場合は、http://techpubs.sgi.comのSGI Technical 
Publications Libraryのページを参照してください。

ネットワークスイッチとオプション機器についてのマニュアルは、各製品のメーカーから提供

されているものをご参照ください。 SGI Graphics Cluster Series 12 のマスターノードには、

SoundBlaster Live! Valueサウンドカードが搭載されています。このサウンドカードのマニュアル
は、メーカーのWebサイト、http://www.soundblaster.comから無料でダウンロードできます。
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表記規則

このマニュアルでは、以下の表記規則と記号を使用します。

読者の皆様のコメント

このマニュアルの技術的な正確さ、内容、構成についてご意見がありましたら、SGIまでお知ら
せください。コメントには、マニュアルのタイトルとドキュメント番号を必ず記載してください

（オンラインでは、ドキュメント番号はマニュアルの前付にあります。印刷マニュアルでは、ド

キュメント番号は裏表紙に記載されています）。

SGIへは、次のいずれかの方法で連絡できます。

• 次のアドレスに電子メールを送信する。

techpubs@sgi.com

• 次のTechnical Publications Library Webページのフィードバックオプションを利用する。

http://techpubs.sgi.com

表 i 表記規則

表記規則 意味

Helvetica Bold（太字） ハードウェアのラベル

Fixed-width type

（固定幅フォント）

エラーメッセージ、プロンプト、画面上のテキスト

Bold fixed-width type

（固定幅フォント太字）

キーボードキー（表示文字、非表示文字）を含むユーザ入力。サンプル、

コード、構文ステートメントでユーザが入力するリテラル

" " （二重引用符）画面上のメニュー、マニュアル内のセクションタイトル

や章タイトルへのテキスト参照
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• カスタマサービスの担当者に連絡を取り、問題がSGI障害追跡システムに記録されているか
どうか問い合わせる。

• 次の宛先に手紙を送る。

Technical Publications
SGI
1600 Amphitheatre Pkwy., M/S 535
Mountain View, California 94043-1351 USA

• 「Technical Publications」宛にFAXを送信する（番号：+1 650 932 0801）。

SGIでは、寄せられたコメントを尊重し、直ちにご返答いたします。
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第1章

1. SGI Graphics Clusterの特徴と機能

SGI Graphics Clusterは、ビジュアルシミュレーションおよびバーチャルリアリティ用のアプリ
ケーションに、低コストで半没入型のグラフィック機能を提供します。 本製品には、SGI Graphics
Cluster Series 11およびSGI Graphics Cluster Series 12の 2モデルがあります。各モデルは1つ
のマスターノード、複数のビジュアルチャンネルノード（それぞれに市販のグラフィックカード

を搭載）、および Ethernetバックボーン（ネットワークスイッチを含む）で構成されています。

SGI Graphics ClusterはオペレーティングシステムにLinuxまたはWindows NTを採用してお
り、SGI独自のハードウェアおよびソフトウェアを搭載しています。

SGI Graphics Clusterの各モデルは、次の 2つの形で入手可能です。 

• ショートラック（マスターノード 1つ、ネットワークスイッチ 1つ、ビジュアルチャンネル
ノード3つ）

• トールラック（マスターノード1つ、ネットワークスイッチ1つ、ビジュアルチャンネルノー
ド7つ）

この章では、SGI Graphics Clusterシステムの概要について、以下のセクションに分けて説明し
ます。

• 「基本的なハードウェアの特徴」（2ページ）

• 「SGI Graphics Cluster Series 11」（7ページ）

• 「SGI Graphics Cluster Series 12」（7ページ）

• 「システムソフトウェア」（8ページ）

• 「オプション」（11ページ）
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1：SGI Graphics Clusterの特徴と機能

基本的なハードウェアの特徴

図1-1に、SGI Graphics Clusterのトールラックの例を示します。 

図1-1 SGI Graphics Clusterのトールラック
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30
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図1-2に、SGI Graphics Clusterのショートラックの例を示します。 

図1-2 SGI Graphics Clusterのショートラック

トールラックは220 Vの配電ユニット（PDU）、ショートラックは120 VのPDUまたは220 Vの

PDUを搭載しています。 

このセクションでは、SGI Graphics Clusterハードウェアの概要を以下の項目に分けて説明し
ます。

• 「ノード」（4ページ）

• 「システムのネットワーク接続」（6ページ）

• 「ストレージ」（6ページ）

• 「オーディオ」（6ページ）

30
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1：SGI Graphics Clusterの特徴と機能

ノード

SGI Graphics Clusterのノードはラックマウント型の IA-32ワークステーションで、Windows
NTまたは Red Hat Linuxのいずれかを動作させることができます。 ノードには、マスターノー
ドとチャンネルノードの2つのタイプがあります。

• マスターノードはシステムの主要な計算ノードです。このノードはすべてのシステムの同期

を制御し、ネットワークのゲートウェイを提供します。 それぞれのベースラックには、マス
ターノードが1つだけ、ラックの最下段に搭載されています。

マスターノードには、シングルCPU（SGI Graphics Cluster Series 11用）と、デュアルCPU
（SGI Graphics Cluster Series 12用）の 2つの形式があります。 マスターノードには、モニ
ターやキーボード、マウスなどの標準入出力デバイスが用意されています。 SGI Graphics
Cluster Series 12では、マスターノードはSGI ImageSyncのデイジーチェーンの最上部にあ
ります。 

• チャンネルノードはシステムの主要なグラフィック要素です。 個々のチャンネルノードは単
一のディスプレイを動作させることができ、また他のチャンネルノードと共同して大きな

ディスプレイを動作させることができます。 

ショートラックには 3つまでのチャンネルノードを収納でき、トールラックには 7つまでの
チャンネルノードを収納できます。

SGI Graphics Cluster Series 12では、マスターノードとチャンネルノードはそれぞれ市販のグラ
フィックカードと SGI ImageSyncカードを搭載しています。 これらのカードは、連動して SGI
ImageSyncネットワークと通信するように設計されています。 第 2章では、これらのノードとそ
のコンポーネントの詳細を説明します。

図1-3に、SGI Graphics Clusterシステムの接続例を示します。 
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図1-3 SGI Graphics Cluster Series 12システムの接続例
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システムのネットワーク接続

各SGI Graphics Clusterシステムには、システムのネットワーク接続用に 100-Base-TのEthernet
スイッチが用意されています。また、ストレージエリアのネットワーク用にオプションのギガビッ

トEthernetスイッチを追加することができます。 

それぞれのSGI Graphics Clusterに標準のネットワークスイッチについては、各メーカーが提供
しているマニュアルを参照してください。 

IPアドレスの完全な情報については、30ページの「チャンネル名とアドレス」を参照してください。

ストレージ

各ノードには、CD-ROMディスクドライブ、3.5インチフロッピーディスクドライブ、ハード
ディスクが搭載されています。 また、内部ストレージ用のオプションも追加で入手できます。 さ
らに、オプションのネットワークストレージには、オプションのギガビットEthernetスイッチか
ら接続できます。 

オーディオ

SGI Graphics Clusterノードのマザーボード上のオーディオは使用不可となっています。 SGI
Graphics Cluster Series 12のマスターノードには、SoundBlaster Live! Valueサウンドカードが
搭載されています。このサウンドカードのマニュアルは、メーカーのWebサイト、

http://www.soundblaster.comから無料でダウンロードできます。

Linuxを実行する SGI Graphics Clusterのマスターノードでは、オーディオカードは出荷時に

snd-card-0に設定されており、オンボードオーディオは使用不可となっています。 
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メモ： SGI Graphics Cluster Series 12（またはユーザーのサウンドカードを追加した SGI
Graphics Cluster Series 12）のマスターノードのオーディオカードポートには、3メートル以下
のオーディオケーブルしか接続できません。 3メートル以上のケーブルが必要な場合については、

Balance Buddy（Rane Corporation製）やFP-UBC2（Radio Design Labs製）などのバランス
変換器を使用してオーディオをバランスに変換するか、またはAESデジタルオーディオへのアク
ティブ変換を行うことができます。

SGI Graphics Cluster Series 11

SGI Graphics Cluster Series 11は、エントリレベルのシステムとして設計されています。 Series 11
は管理が簡単で、ビデオ同期の重要性が少ない場合の理想的なソリューションと言えます。 SGI
Graphics Cluster Series 11のマスターノードにはシングルCPUが搭載されており、Linuxまた
はWindows NT 4.0のいずれかを動作させることができます。 それぞれのオペレーティングシス
テムに含まれるソフトウェアの一覧は、8ページの「システムソフトウェア」を参照してください。 

SGI Graphics Cluster Series 12

SGI Graphics Cluster Series 12は、SGI Graphics Clusterファミリーの上位機種です。 本機種は、
既存のクラスタ対応グラフィックアプリケーションを用いた費用対効果の高いマルチチャンネル

ソリューションとして理想的です。 SGI Graphics Cluster Series 12のマスターノードには、デュ
アル CPU、オーディオカード、SGI ImageSyncカード（25ページの「SGI ImageSyncカード
（SGI Graphics Cluster Series 12システムのみ）」を参照）を含む ImageSync技術、およびソフ
トウェアが搭載されています。 SGI Graphics Cluster Series 12では、LinuxまたはWindows NT
のいずれかを動作させることができます。 それぞれのオペレーティングシステムに含まれるソフ
トウェアの一覧は、8ページの「システムソフトウェア」を参照してください。 
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システムソフトウェア

SGI Graphics Clusterに付属のマニュアルでは、システムソフトウェアについての詳細と、特定
のタスクにおける使用方法を説明しています。 それぞれのソフトウェアモジュールは、開発者と
エンドユーザーをサポートするように設計されています。 作業環境をカスタマイズできるよう
に、モジュールにはすべて使用可、一部使用可、すべて使用不可といった非常に柔軟な使用許可

が与えられています。

SGI Graphics Cluster Series 11とGraphics Cluster Series 12は両方とも、Red Hat 7.1 Linuxオ
ペレーティングシステムまたはWindows NT 4.0（Service Pack 6A）のいずれかで使用できま
す。 Linuxオペレーティングシステムは、Red Hat 7.1用のXFSを含んでいます。 オペレーティン
グシステムについては、38ページの「システム管理についての参照情報」に紹介されている書籍
を参照してください。

表1-1に、SGI Graphics Clusterシステムに付属のソフトウェアを示します。

表1-1 システムのソフトウェア

システム ソフトウェア

SGI Graphics Cluster Series 11、Linux Red Hat 7.1 Linuxオペレーティングシステム

Red Hat 7.1用XFS（ファイルシステム）

システムマニュアル

Acrobat Reader

SGI Graphics Cluster Series 12、Linux Red Hat 7.1 Linuxオペレーティングシステム

Red Hat 7.1用XFS（ファイルシステム）

SGI ImageSync

SGI DataSync

SGI ClusterFly

SGI SynaptIQ

システムマニュアル

Acrobat Reader

SGI Graphics Cluster Series 11、Windows NT Windows NT 4.0（Service Pack 6A）

マザーボード、サウンドカード、グラフィックカード、ネットワークカー

ド用ドライバ

システムマニュアル

Acrobat Reader



システムソフトウェア

007-4399-001JPN 9

SGI Graphics Cluster Series 12、Windows NT Windows NT 4.0（Service Pack 6A）

SGI ImageSyncシステムドライバ

マザーボード、サウンドカード、グラフィックカード、ネットワークカー

ド用ドライバ

システムマニュアル

Acrobat Reader

表1-1 システムのソフトウェア（続き）

システム ソフトウェア
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1：SGI Graphics Clusterの特徴と機能

図1-4に、ソフトウェアアーキテクチャの図を示します。

図1-4 SGI Graphics Clusterのソフトウェアアーキテクチャ

OS
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DataSync
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オプション

システムを最大のチャンネル数（ショートラックの場合 3つ、トールラックの場合 7つ）よりも
少ないチャンネル数の構成をご購入された場合は、追加チャンネルノードを購入して、このマニュ

アルの説明に従って取り付けることができます。 国別キーボードやラックの電源ケーブルなどと
同様、モニタ－（CRTおよびフラットパネル）も追加注文することができます。

SGI Graphics Cluster用の追加ストレージとして、以下のものを SGIから入手することができ
ます。

• 追加SCSIディスクドライブ

• 追加リムーバブルディスクドライブ

• DDS4 DATテープドライブ

このマニュアルの第 4章では、オプションの追加ストレージの取り付け方法について説明してい
ます。

システムのグラフィックカードのアップグレードは将来可能となる予定です。SGIのサービス担
当者に確認してください。 SGI Graphics Cluster Series 11からSGI Graphics Cluster Series 12へ
のアップグレードはできません。
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第 2章

2. SGI Graphics Clusterのマスターノードと
チャンネルノード

この章では、SGI Graphics Clusterのマスターノードとチャンネルノードについて、以下のセク
ションに分けて説明します。

• 「マザーボード（システムボード）」（15ページ）

• 「ディスクドライブ」（23ページ）

• 「ポート」（24ページ）

• 「グラフィックカード」（25ページ）

• 「SGI ImageSyncカード（SGI Graphics Cluster Series 12システムのみ）」（25ページ）

図 2-1に、ノードの前面と背面を示します。
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2：SGI Graphics Clusterのマスターノードとチャンネルノード

図 2-1 SGI Graphics Clusterノード
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図 2-2に、ノード内部を示します。

図 2-2 ノード内部 

マザーボード（システムボード）

マザーボードはケースの底部に直接取り付けられています。 図 2-3 に、マザーボードの機能を示
します。

Ethernet

SGI ImageSync
Series 12 

Series 12
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2：SGI Graphics Clusterのマスターノードとチャンネルノード

図 2-3 ノードのマザーボードの機能
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表 2-1 に、マザーボードのコンポーネントを示します。これらのほとんどは、図 2-3に示されて
います。 

表 2-1 マザーボードのコンポーネント

項目 説明

BU1 内部ブザー

BT1 バッテリ

CN1 CPUソケット 1温度センサーコネクタ

CN2 上： PS/2マウスポート

下：PS/2キーボードポート

CN4 上：パラレルポート

左： シリアルポート 1（COM2）

右： シリアルポート 2（COM1）

CN5 BMCコネクタ

CN6 マルチコネクタ

CN7 LANジャック（RJ-45）

CN8 BMCコネクタ

CN9 Wake on LANコネクタ

CN11 FDDコネクタ

CN12 CPUソケット 2温度センサーコネクタ

CN13 12Cコネクタ

CN15 システムファンコネクタ

CN16 BPコネクタ

CN17 IDE 1コネクタ

CN18 AGPスロット

CN19 CD入力コネクタ

CN20 IDE 2コネクタ

CN21 FAXボイスコネクタ
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CN22 SCSIチャンネル Bコネクタ（68ピン）（Ultra 160/m）

CN25 SCSIチャンネル Aコネクタ（68ピン）（Ultra 160/m）

CN26 システムファンコネクタ

CNX7 システムファンコネクタ

DIMM1-3 DIMMスロット

UK1 マイク入力

JP1 CPUソケット 2ファンコネクタ

JP2 CPUソケット 1ファンコネクタ

JP3 SCSIチャンネル Aターミネータ

1-2 オン（デフォルト）

2-3 オフ

JP3X SCSIチャンネル Bターミネータ

1-2 オン（デフォルト）

2-3 オフ

JP4 オンボードブザー／外部スピーカー選択

1-2 オンボードブザー（デフォルト）

2-3 外部スピーカー

PCI1-5 PCIスロット

PWR1 ATX電源コネクタ

PWR2 ATX電源コネクタ

U3 CPUソケット 2

U15 Apollo Pro 133Aチップセット

U20 CPUソケット 1

U30 Intel 82559 LANチップセット

U37 Apollo Pro 133Aチップセット

U46 Adaptec AIC-7899チップセット

WKUP1 Wake on Ringコネクタ

表 2-1 マザーボードのコンポーネント（続き）

項目 説明
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拡張性では、マザーボードは 1つの AGP（Accelerated Graphics Port）Proバス、5つの PCIバ
ススロット、3つのDIMMソケットを搭載しています。DIMMソケットは同期DRAM（SDRAM）

DIMMを使用することで、最大 1GBまでメモリの取り付けに対応できます。

接続性では、マザーボードはスピーカー出力／ライン出力と、マイク入力をサポートしています。

その他の接続関連の標準機能としては、2つのNS16C550 UARTシリアルポート、1つの拡張パ
ラレルポート（拡張パラレルポート／拡張機能ポート（EPP/ECP）サポート）、1つのフロッピー
ディスクドライブインターフェイス、2つの内蔵ハードディスクインターフェイスがあります。 

その他の機能には以下のものがあります。

• バッテリーバックアップを備えたシステムクロック／カレンダー

• 300W SPSおよび ATX電源用の補助電源コネクタ

• ASM（Advanced Server Management）および LDCM（LAN Desk Client Management）
コントローラチップセット

• 自動調節型電源

• リアシステムファン（2 基）および電源ファン

このセクションでは、マザーボードの機能についての概要を、以下の項目に分けて説明します。

• 「プロセッサ」（20ページ）

• 「オンボードメモリ」（20ページ）

• 「LANサブシステム」（20ページ）

• 「拡張スロット」（21ページ）

• 「ハードウェア管理のサポート」（23ページ）
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プロセッサ

SGI Graphics Clusterのマザーボードは、1GHzで動作するシングルまたはデュアル Pentium III
プロセッサに対して、133-MHzのフロントサイドホストバス周波数をサポートします。 マザー
ボード上の 2つの FC-PGA（Flip-Chip Pin Grip Array）ソケットはそれぞれ、1GHzで動作す
る Pentium IIIプロセッサをサポートします。 SGI Graphics Cluster Series 11のノードのマザー
ボードでは、1つのソケットに Pentium IIIプロセッサが搭載されており、SGI Graphics Cluster
Series 12のノードでは、両方のソケットにプロセッサが搭載されています。 

オンボードメモリ

ボード上の 3つの DIMMソケットでは、256 MBおよび 512 MBの ECC機能付き同期 DRAM
（SDRAM）DIMMを使用すれば、最大 1 GBまでメモリをアップグレードすることができます。
データの整合性のため、BIOSのメモリシステムの ECC（エラー修正コード）機能は、デフォル
トで使用可能となっています。 94 ページの「メモリモジュールの取り付けと取り外し」では、

DIMMの取り外しと取り付けについて説明します。

メモ： SDRAMは 3.3 Vでのみ動作します。5 Vのメモリデバイスはサポートされません。 マザー
ボードは、100 MHz および 133 MHz の ECC 機能付き SDRAM だけをサポートしています。

66 MHzの SDRAMはサポートしていません。SGIが動作確認をしたメモリ以外はサポートして
いません。 サポートしているメモリの一覧は、http://www.sgi.comを参照してください。 

LANサブシステム

ネットワークソリューションへのもう 1つの費用対効果の高い機能は、Intel 82559 10/100 Mbps
Fast Ethernet組込コントローラです。以下の機能をサポートします。

• ACPI（Advanced Configuration and Power Interface）1.20Aベースのパワーマネジメント

• Wake on Magic Packet

• Wake on Interesting Packet

• Wake on LAN（WOL）

• SMB（Advanced System Management Bus）ベースのマネジメント機能
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• Wired for Management（WfM）2.0準拠

• IPチェックサム負荷低減、PCI 2.2準拠

• PC 98、PC 99、Server 99準拠

拡張スロット

マザーボードには図 2-4 に示すように、PCI（Peripheral Component Interconnect）、および

AGP（Accelerated Graphics Port）の 2種類の拡張スロットが搭載されています。

図 2-4 拡張スロット

3
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2
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スロットは以下のとおりです。

• AGP Pro 50バス

3Dグラフィックアプリケーションをサポートするために開発された AGPは、66 MHzの

4倍で動作する 32ビットワイドチャンネルを持ちます。このチャンネルは、全体で 1.06 GB/秒
（1.056 GB/秒）の帯域幅に相当します。これは PCIバスの帯域幅（133 MB/秒）の 4倍に
当たります。また、AGPは直接メインメモリにアクセスすることで、3Dテクスチャがビデ
オメモリだけでなくメインメモリにも格納されることを可能にしています。 各ノードには

AGP Pro 50スロットが搭載されており、AGPと AGP Proカードの両方をシステムに取り
付けることができます。

SGI Graphics Clusterのノードでは、このスロットにはグラフィックカードが搭載されてい
ます。

• PCIバス

マザーボードには、32ビット／ 33 MHzの PCIデバイスをサポートする 5つの PCIスロッ
トが搭載されています。 

SGI Graphics Clusterの拡張カードは特定のスロットに対応しています。これを表 2-2に示します。

表 2-2 SGI Graphics Clusterの拡張スロットとカード

スロット カード

AGP グラフィックカード

PCIスロット 1（AGPスロットに一

番近いスロット）

ギガビット Ethernetカード（オプション）

PCIスロット 2 SGI ImageSyncカード。SGI Graphics Cluster Series 12のみ

PCIスロット 3 ネットワークインタフェースカード（セカンダリ Ethernet）、マスターノードの

み。SGI Graphics Cluster Series 12に付属

PCIスロット 4 空き。ユーザーのオプションに利用可能

PCI スロット 5（ケースの壁に一番

近いスロット）

市販品オーディオカード： SGI Graphics Cluster Series 12 のマスターノードに

付属
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ハードウェア管理のサポート

マザーボードは、米国の環境保護局（EPA）エネルギースタープログラムの省電力標準規格に準
拠する、ユーザー定義可能なパワーマネジメント機能をサポートしています。また、設定の際の

トラブルを防ぎ、システムをユーザーにとってより使いやすくするプラグアンドプレイ機能も提

供しています。 

ディスクドライブ

SGI Graphics Clusterの各ノードには、SCSI、IDE、およびフロッピーディスクドライブイン
ターフェイスが搭載されています。 各ノードのドライブケージには 3つの 5.25インチドライブベ
イがあり、すべてフロントパネルを通して外部から取り扱い可能となっています。 図 2-5に、ノー
ド内のドライブを示します。

図 2-5 出荷時の取り付け済ドライブ

SCSIコントローラチップセットは 2つのUltra 160 SCSIチャンネル（チャンネル Aと B）をサ
ポートしています。それぞれのインターフェイスはマザーボード上の 68ピンコネクタです。 チャ
ンネル Aは、既存のドライブケージ内のシステムドライブにケーブル接続されており、チャンネ
ル Bは、DATテープドライブのなどの追加の SCSIドライブに接続されます。

3.5

CD-ROM
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1 つのドライブケージと、1つまたは 2つのドライブが追加可能です（11ページの「オプション」
を参照）。これらは SGIから注文できます。 このマニュアルでは、ドライブケージとドライブの取
り付けや、ドライブの交換についても説明しています。 

ポート

図 2-6に、ノードのリアパネルにあるポートを示します。

図 2-6 SGI Graphics Cluster Series 12ノードのポート 

ピン配列については、付録 A を参照してください。 システムの PCI カードについての詳細は、

21ページの「拡張スロット」を参照してください。 
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メモ： SGI Graphics Clusterマザーボードのオーディオポートは使用不可となっています。 
USBポート機能は SGI Graphics Clusterでサポートされていません。 
グラフィックカードの S-VHSポートはサポートされていません。 

SGI Graphics Cluster Series 12のマスターノードのオーディオカードポートには、3メートル以
下のオーディオケーブルしか接続できません。 3メートル以上のケーブルが必要な場合について
は、AESデジタルオーディオへのアクティブ変換を行うか、または Balance Buddy（Rane
Corporation 製）や FP-UBC2（Radio Design Labs 製）などのバランス変換器を使用してオー
ディオをバランスに変換することができます。

グラフィックカード

各マスターノードとチャンネルノードには、市販品グラフィックカードが搭載されています。 SGI
Graphics Cluster Series 12システムでは、この AGPカードは SGI ImageSync技術で動作しま
す。 システムのグラフィックカードのアップグレードは将来可能となる予定です。SGI のサービ
ス担当者に確認してください。

SGI ImageSyncカード（SGI Graphics Cluster Series 12システムのみ）

 SGI Graphics Cluster Series 12システムの各ノードには、SGI ImageSyncカードが搭載されて
います。 マスターノード上の SGI ImageSyncカードは、SGI Graphics Cluster Series 12システ
ム内の各ノードの SGI ImageSyncカードにマスター同期信号を送信します。 

SGI ImageSyncデイジーチェーンのケーブル接続は以下のとおりです。

• マスターノードの OUTポートから、channel0の INポート

• channel0の OUTポートから、channel1の INポート

• channel1の OUTポートから、channel2の INポート、以下同様

図 2-7を参照してください。
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図 2-7 SGI ImageSyncの接続
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第 3章

3. SGI Graphics Clusterの管理

SGI Graphics Clusterには、システム管理のための基本的なソフトウェアツールが含まれていま
す。 この章では、システムの起動や他のタスクにおいてこれらのソフトウェアツールを使用する
方法について説明し、また、システム管理についての参考書籍の一覧を提供します。 この章は、
以下のセクションで構成されています。

• 「安全のための注意事項」（27ページ）

• 「ユーザー、グループ、およびホームディレクトリの定義」（29ページ）

• 「チャンネル名とアドレス」（30ページ）

• 「システムの起動」（32ページ）

• 「システム管理についての参照情報」（38ページ）

メモ：SGI ImageSync、SGI DataSync、または SGI Clusterflyの使用については、各製品のマニュ
アルに説明があります。SGI Graphics Clusterに付属のドキュメント CDを参照してください。

安全のための注意事項

以下の指示をよくお読みください。 

1. 製品、および本マニュアルや製品付属の他のマニュアルに記されているすべての警告や指示

に従ってください。

2. 本製品の手入れをする前にはコンセントからプラグを抜いてください。液体洗剤やスプレー

式洗剤は使用しないでください。 掃除には水で濡らして固く絞った布をご使用ください。

3. 本製品を水に濡れるおそれのある場所で使用しないでください。



28 007-4399-001JPN

3：SGI Graphics Clusterの管理

4. 本製品やそのコンポーネントを不安定なカート、スタンド、またはテーブルの上に置かない

でください。落下すると、重大な故障の原因となることがあります。

5. キャビネットの底部およびコンポーネントの前後のスロットと開口部は、換気のため、安定

した動作のため、および過熱からの保護のために用意されています。 これらの開口部を遮断
したり覆ったりしないでください。本製品を暖房器具や暖房設備の吹き出し口の近くや上に

置いたり、適度な通気が確保されない場所に埋め込んで設置することは絶対にしないでくだ

さい。

6. 本製品は表示ラベルに記されている電力仕様で動作します。利用できる電力仕様が分からな

い場合は、販売代理店または地域の電力会社へ相談してください。

7. 電源コードの上には物を置かないでください。コードの上を人が通らないような場所に本製

品を設置してください。

8. SGI Graphics Clusterに延長コードを接続しないでください。

9. 本製品のキャビネットスロットの中に、絶対に物を入れないでください。危険な電圧部分に

接触したり部品のショートを引き起こすおそれがあり、火災や感電の原因になります。本製

品にはいかなる種類の液体も絶対にこぼさないでください。

10. このマニュアルに記載されていない限り、本製品を自分で修理しようとしないでください。
ノードのカバーを開いたり取り外して、内部コンポーネントを切り替えると、危険な電圧が

かかっている部分に触れたり、それ以外の危険に身をさらす恐れがあります。修理はすべて、

資格をもつサービス担当者へお問い合わせください。

11. 本製品が以下に示す状態のときは、コンセントからプラグを抜いて、資格をもつサービス担
当者へお問い合わせください。

• 電源コードまたはプラグに、損傷または亀裂が生じたとき

• 製品の上に液体をこぼしたとき

• 製品が雨または水で濡れてしまったとき

• 運用上の指示に従っても、製品が正常に動作しないとき。運用上の指示として説明され

ている操作だけを行ってください。それ以外の不適切な操作を行うと、故障の原因とな

り、製品を再び正常に使用できる状態に戻すためには専門技術者による大がかりな修理

が必要となることがあります。

• 製品を落としたり、キャビネットを損傷してしまったとき

• 製品の性能上に、明らかに修理が必要なことが分かるような故障を見つけたとき
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12. マザーボード上のリチウムバッテリは、メーカーが推奨しているタイプのもの、または同
等のタイプのもの以外とは交換しないでください。使用済みのバッテリは、メーカーの指

示に従って廃棄してください。 バッテリの交換が不適切であった場合、爆発する危険性があ
ります。 

警告：バッテリの交換が不適切であった場合、爆発する危険性があります。メーカーが推奨し

ているバッテリまたはそれと同等のもの以外とは交換しないでください。使用済みのバッテリは、

メーカーの指示に従って廃棄してください。 

13. 本装置には、適切なタイプの電源コードセット（システムに付属のもの）だけを使用してく
ださい。

ユーザー、グループ、およびホームディレクトリの定義

表 3-1に、各 Linuxノードの出荷時の設定を示します。

表 3-1 出荷時の設定（Linux）

設定 値

ユーザー gcadmin 

（Graphics Cluster admin）

ユーザー ID 501

グループ：

プライマリ

セカンダリ

adm

sys

ホームディレクトリ /home/gcadmin

シェル /bin/bash

パスワード sgisgi
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チャンネル名とアドレス

チャンネル名は以下のとおりです。

• master-channel

• channel0

• channel1

• channel2

• channel3

• channel4

• channel5

• channel6

Linux を搭載している SGI Graphics Cluster Series 12 のマスターノードの設定は、以下のとお
りです。

• オプションのネットワークインタフェース PCI カード（NIC）がある場合、そのカードが

eth0となり、オンボードNICは eth1となります。

• オプションのギガビット Ethernetカードがある場合、そのカードが最後の NICとなります
（ネットワークインターフェイス PCIカードがない場合 eth1、ネットワークインターフェイ
ス PCIカードがある場合 eth2）。

SGI Graphics Clusterにギガビット Ethernetカードがない場合、アドレスは表 3-2に示すとおり
になります。 

表 3-2 IPアドレス（ギガビット Ethernetカードがない場合）

ノード名 アドレス

master-channel 127.0.0.1 (eth0); 10.0.2.1 (eth1) 

channel0 10.0.2.10 (eth0) 

channel1 10.0.2.11 (eth0) 

channel2 10.0.2.12 (eth0) 
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SGI Graphics Clusterにギガビット Ethernetカードがある場合、アドレスは表 3-3に示すとおり
になります。

SGI ImageSyncは、Windows NTのレジストリを次のように読み取り、チャンネル IPアドレスの
リストを探します。

• Linux の場合、これらのアドレスは /etc/channel_list にあります。 これらのノード
名と IPアドレスは /etc/hostsに反映されます。

• Windows NTの場合、これらのアドレスは
HKLM\System\CurrentControlSet\Services\ImageSync\Parameters:

ImageSyncにあります。 

channel3 10.0.2.13 (eth0) 

channel4 10.0.2.14 (eth0) 

channel5 10.0.2.15 (eth0) 

channel6 10.0.2.16 (eth0) 

表 3-3 IPアドレス（ギガビット Ethernetカードがある場合）

ノード名 アドレス

ギガビット Ethernet
ノード名 ギガビット Ethernetアドレス

master-channel 127.0.0.1 (eth0); 10.0.2.1 (eth1) g0-master-channel 192.168.1.1 (eth2)

channel0 10.0.2.10 (eth0) g0-channel0 192.168.1.10 (eth1)

channel1 10.0.2.11 (eth0) g0-channel1 192.168.1.11 (eth1) 

channel2 10.0.2.12 (eth0) g0-channel2 192.168.1.12 (eth1)

channel3 10.0.2.13 (eth0) g0-channel3 192.168.1.13 (eth1)

channel4 10.0.2.14 (eth0) g0-channel4 192.168.1.14 (eth1)

channel5 10.0.2.15 (eth0) g0-channel5 192.168.1.15 (eth1)

channel6 10.0.2.16 (eth0) g0-channel6 192.168.1.16 (eth1)

表 3-2 IPアドレス（ギガビット Ethernetカードがない場合）（続き）

ノード名 アドレス



32 007-4399-001JPN

3：SGI Graphics Clusterの管理

システムの起動 

この章では、システムの起動方法について、以下のサブセクションに分けて説明します。

• 「システムの電源を入れる」（32ページ）

• 「Linuxシステム管理ツール」（37ページ）

• 「Windows NTの管理」（38ページ）

システムの電源を入れる

SGI Graphics Clusterシステムを起動するには、以下の手順に従ってください。

1. すべての外部ケーブルがしっかりと接続されていることを確認します。

2. マスターノードに接続されているモニターに電源を入れます。必要に応じて周辺機器の電源

を入れます。

3. ラックの後部ドアを開き、以下のケーブルがしっかりと接続されていることを確認します。

• システムスイッチ Ethernetケーブルおよびスイッチ電源ケーブル

• オプションのスイッチ Ethernetケーブルおよびスイッチ電源ケーブル

• SGI ImageSyncデイジーチェーンのケーブル：マスターノードの OUTポートから

channel0 の IN ポートへ／ channel0 の OUT ポートから channel1 の IN ポートへ／

channel1の OUTポートから channel2の INポートへ／以下同様（図 3-1を参照）
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4. 配電ユニット（PDU）のブレーカースイッチを使用してラックの電源を入れます（図 3-1を
参照）。 

図 3-1 ラックの配電ユニット

5. ラックの背面で、スイッチリンク LEDが点灯していることを確認します。 
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LEDが点灯していない場合は、電源が切れているか、電源ケーブルが接続されていない、ま
たはケーブルが損傷しているなどの理由により、この Ethernetケーブルが接続されている
ノードに電源が供給されていない可能性があります。

6. 以下の手順で、ラック下部のマスターノードから順にシステムの各ノードの電源を入れます。

■ 付属の鍵でノードベゼルのロックを解除します。 鍵は（各ノードに 2つずつ）ラックのド
アに添付されて出荷されています。これらの鍵は同じものです。

■ ベゼルを引き出してノードから外し、図 3-2に示すようにベゼルを下方に回すようにし
ます。
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図 3-2 ノードベゼルを開く

■ フロッピーディスクドライブの上の右端にあるボタンを押してノードの電源を入れます

（図 3-3を参照）。
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図 3-3 ノードの電源を入れる
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Linuxシステム管理ツール

SGIは、お客様が使用するクラスタ管理アカウントとしてgcadminを設定しています。 パスワー
ドはsgisgiです。 各チャンネルはgcadminアカウントに自動ログインするように設定されて

おり、システムが完全に起動したときにデスクトップを表示するようになっています。

pconsole管理ツール

SGIは、管理者がすべてのチャンネルで一斉に Linuxコマンドを実行できるようにするためのコ
マンドラインツール、pconsoleを提供しています。 pconsoleのマニュアルは
/usr/share/doc/pconsoleにあります。

pconsoleセッションを開始するには、ターミナルウィンドウを開きます。 プロンプトで次を入
力します。

pconsole.sh channel0 channel1 

チャンネル名の最後は文字 l（エル）と数字（この場合 0（ゼロ）と 1（一））です。

その他の Linuxシステム管理ツール

SGIは以下の便利なツールを提供しています。

• pcp: Performance Co-Pilot

• rsync: リモートファイル転送ツール

• autologin: 起動時自動ログインツール

• wu-ftpd: FTPデーモン

• ntp: ネットワークタイムプロトコル

システムディスク上にある、これらのツールおよびその他のツールについてのマニュアルは、

/usr/share/docにあります。 SGI Performerのライセンスはパッケージに含まれています。 

Linuxの設定情報についての詳細は、『Linux in a Nutshell』（Ellen Siever, Stephen Spainhour,
Jessica P. Hekman, Stephen Figgins, third edition, O’Reilly & Associates, 2000, 
ISBN 0-596-00025-1）を参照してください。 
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Windows NTの管理

Microsoft EULAの許諾条件を満たすには、Windows NTをインストールする必要があります。
この手順では、すべてのドライバと Service Pack 6aがインストールされます。 Windows NTの
ライセンスはオペレーティングシステムのパッケージに含まれています。

ネットワークとドメインコントローラの設定には、以下の承認済み Windows NT 管理手順を使
用することをお勧めします。 RFCの仕様に適合するサブネットワークは、10.0.2.xxxおよび

192.168.1.xxxのアドレスで使用可能です。

Windows NT設定についての詳細は、この章で紹介している参考書籍を参照してください。

システム管理についての参照情報

Linux用のシステム管理に役立つ参考書籍は以下のとおりです。

• 『Essential System Administration』（AEleen Frisch, second edition, O’Reilly& Associates,
1995; ISBN 1-56592-127-, http://www.oreilly.com/catalog/esa2/）『UNIXシステム管理
改訂版』オライリー ジャパン発行、ISBN4-900900-14-1

• 『Linux in a Nutshell』（Ellen Siever, Stephen Spainhour, Jessica P. Hekman, and Stephen
Figgins, third edition, O’Reilly & Associates, 2000, ISBN 0-596-00025-1, 
http://www.oreilly.com/catalog/linuxnut3/）『 Linux クイックリファレンス 第 2版』オ
ライリー ジャパン発行、ISBN4-87311-002-5

• 『Linux Network Administrator’s Guide』（Olaf Kirch and Terry Dawson, second edition,
O’Reilly & Associates, 2000; ISBN 1-56592-400-2, 
http://www.oreilly.com/catalog/linag2/） 『LINUXネットワーク管理』オライリー ジャ
パン発行、ISBN4-900900-01-X
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Windows NT用のシステム管理に役立つ参考書籍は以下のとおりです。

• 『Windows NT in a Nutshell』（Eric Pearce, O’Reilly & Associates, 1997; ISBN 
1-56592-251-4, http://www.oreilly.com/catalog/winnut/）『Windows NT クイック リ
ファレンス』オライリー ジャパン発行、ISBN4-900900-15-X

• 『Essential Windows NT System Administration』（AEleen Frisch, O’Reilly & Associates,
1998; ISBN 1-56592-274-3, http://www.oreilly.com/catalog/esawinnt/） 

• 『DNS on Windows NT』（Paul Albitz, Matt Larson, and Cricket Liu, O’Reilly & 
Associates, 1998, ISBN 1-56592-511-4, http://www.oreilly.com/catalog/dnswinnt/）
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第 4章

4. ノードの追加と交換 

この章は、以下のセクションで構成されています。

• 「コンポーネントの交換または追加のためのノードの準備」（41ページ）

• 「ラックからのノードの取り外し」（51ページ）

• 「スライドレールとスライダの取り付け」（54ページ）

• 「ノードの追加」（59ページ）

• 「スイッチの交換と追加」（69ページ）

• 「ラック後部ドアの取り外し」（72ページ）

メモ：この章の手順では、プラスドライバー（No. 2）が必要です。 スライドレールをラックに取
り付けるには、ナットドライバーも必要となります。 ラックからノードを取り外す際には他の人
に手伝ってもらうことを強くお勧めします。

コンポーネントの交換または追加のためのノードの準備

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 「ノードベゼルを開く」（42ページ）

• 「ノードをラックから引き出す」（43ページ）

• 「ノードカバーの取り外し」（49ページ）
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ノードベゼルを開く

ディスクドライブの取り外しや交換などの作業には、ノードベゼルを開く必要があります。 以下
の手順に従ってください。

1. 付属の鍵でノードベゼルのロックを解除します。 鍵は（各ノードに 2 つずつ）ラックのドア
に添付されて出荷されています。これらの鍵は同じものです。 

2. ベゼルを引き出してノードから外し、図 4-1に示すようにベゼルを下方に回すようにします。

図 4-1 ノードベゼルを開く
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ノードをラックから引き出す

ノード内のコンポーネントを交換するには、通常、スライドレールに沿ってノードをラックから

引き出すだけで十分です。スライドレールが止まるまでノードを引き出してください。 ノードを
ラックから引き出して作業できるようにするには、以下の手順に従ってください。

警告：ラックに装置を追加したり、ラック内の装置を点検するときには、1度に 2つ以上のノー

ドを引き出さないで下さい。

1. 影響を受けるシステムからすべてのユーザーがログオフしていること、必要に応じてデータ

のバックアップが取られていることを確認してください。 適切な管理ツールを用いてシステ
ムをシャットダウンします。 

2. 42ページの「ノードベゼルを開く」の指示に従ってノードベゼルを開きます。
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3. フロッピーディスクドライブの上の右端にあるボタンを押してノードの電源を切ります（図4-2
を参照）。

図 4-2 ノードの電源を切る 
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4. ラックの背面で、ノードの電源ケーブルをノードのソケットから外します（図 4-3を参照）。 

図 4-3 ノードの電源ケーブル
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5. SGI Graphics Cluster Series 12システムの場合、ノード外部の SGI ImageSyncコネクタか
らデイジーチェーンのケーブルを外します（図 4-4を参照）。 チャンネルノードは、上下のノー
ドにデイジーチェーンで接続されています。

図 4-4 外部 SGI ImageSyncケーブルの取り外し、SGI Graphics Cluster Series 12システム

6. 周辺機器、Ethernet、外部オプションなど、その他のケーブルを外します。
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7. ノードを引き出す場合は、ラックの転倒防止トレイを引き出します（図 4-5を参照）。

図 4-5 転倒防止トレイを引き出す 

警告：ノードを引き出す前に、必ず転倒防止トレイを引き出してください。 これを行わない

と、ラックが倒れてしまう可能性があります。 一度に 2つ以上のノードを引き出さないでく

ださい。
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8. ノードをラックケースから外して引き出せるようにするために、ノード両端からそれぞれ 2 つ
のネジを外します。 ネジはハンドルの上下についています（図 4-6を参照）。 ネジはなくさない
ようにしてください。

図 4-6 ラックからノードを外して引き出せるようにする

30

30

30

30



コンポーネントの交換または追加のためのノードの準備

007-4399-001JPN 49

9. ノードのハンドルを持って、ノードをラックから引き出します（図 4-7を参照）。

図 4-7 ラックからノードを引き出す

ノードがロックされるまで、スライドレールに沿って引き出してください。

メモ：ノードをシステムに戻すには、両方のスライドレールのレバーを押します（52ページ
の図 4-9を参照）。

ノードカバーの取り外し

43ページの「ノードをラックから引き出す」の説明に従ってノードをラックから引き出すか、ま
たは 51ページの「ラックからのノードの取り外し」の説明に従ってラックから取り外したら、以
下の手順に従ってノードカバーを取り外します。

1. ノードの背面にある 2つのキャプチャネジをゆるめます（図 4-8を参照）。
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図 4-8 ノードカバーの取り外し

2. ノードの背面に向かって、ノードカバーを 1cm ないし 2cm（約 0.5 インチ）引っ張ります
（図 4-8を参照）。
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3. ノードカバーの後部を持ち上げ、ノードから外します（図 4-8を参照）。

メモ：ノードカバーを再度取り付けるには、このサブセクションの手順を逆に実行してください。 

ラックからのノードの取り外し

最小構成のディスクドライブを搭載したノードの重さは約 14.5 kg（32 lbs）です。 

メモ：SGI Graphics Clusterの各ノードは通常 15.5 kg（34 lbs）以下ですが、ノードを取り外し
たり追加するときには他の人に手伝ってもらうことを強くお勧めします。 

ラックからノードを取り外すには、以下の手順に従ってください。

1. ノードを置くことのできる作業場所を決めます。

ノードをSilicon Graphicsに返送する場合には、ノードをSilicon Graphicsに送るためのパッ
ケージを用意しておいてください。 このパッケージは、SGIの各営業所から入手できます。 

警告：ラックに装置を追加したり、ラック内の装置を点検するときには、1 度に 2 つ以上

のノードを引き出さないで下さい。

2. 43ページの「ノードをラックから引き出す」のすべての手順に従って、ノードをラックから
引き出します。

ノードをすぐに交換する場合は、次のノードに接続されている SGI ImageSync外部ケーブ
ルをそのままにしておいても構いません。 ノードをすぐに交換しない場合は、次のノード
に接続されているSGI ImageSync外部ケーブルを残された次のノードに接続してください。
使用しない SGI Image Syncケーブルは取り外して保管しておいてください。 SGI Graphics
Cluster Series 12 のノードは、SGI_ImageSync が機能するためにはデイジーチェーンで接
続する必要があります。
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3. スライドレールを完全に引き伸ばしてノードをスライドレールから引き外せるようにするに

は、ノードを引き出しながら親指でノードの両端にあるレールのレバーを押します（図 4-9
を参照）。

図 4-9 スライドレールのレバー

4. レバーを放し、ノードをスライドから前方に引き外します（図 4-9を参照）。 ノードを持ち上
げ、作業場所に置きます。
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5. ノードを取り外してすぐに交換しない場合は、ラックに 4U ノードブランキングプレートを
取り付けることができます（図 4-10を参照）。

ブランキングプレートは SGIから入手できます。 

図 4-10 ノードブランキングプレートの取り付け 

6. ノードを交換する際に新しいノード用のスライドレールがない場合は、スライドレールを取

り外して交換用のノードに取り付けます。 この手順については、54ページの「ノードへのス
ライダの取り付け」を参照してください。

7. ノードを梱包して SGIまたは修理を行う代理店に返送します。 

ラックにノードを挿入する際の手順については、59ページの「ノードの追加」を参照してください。
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スライドレールとスライダの取り付け

このセクションでは、以下の項目について説明します。

• 「ノードへのスライダの取り付け」（54ページ）

• 「ラックへのスライドレールの取り付け」（55ページ）

このセクションの手順では、次のものが必要となります。

• プラスドライバー（No. 2）

• ナットドライバー

メモ：この手順ではノードをラックから取り外す必要があります。 ラックからノードを取り外し
たり追加する際には他の人に手伝ってもらうことを強くお勧めします。

ノードへのスライダの取り付け

スライダをノードへ取り付けるには、以下の手順に従ってください。

1. スライドレール金具（3 点の部品から構成されます）2組と、工具類を用意します。レール金
具のうち、内側の部品（スライダー）を取り出します。ブラケットと外側の部品（スライド

レール）は保管しておきます。

メモ：ノードを交換する場合は、交換するノードのスライダを外して、新しいノードに流用

できます。

2. 51ページの「ラックからのノードの取り外し」の説明に従ってラックからノードを取り外し、
作業場所に置きます。

3. ノードケースの前面から見て、スライダの 1 番目の穴をケースの 2 番目の穴に合わせます。
取り外しレバーがシステムの外側に向くようにしてください。 
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4. 図 4-11に示すように、各スライダをネジで固定します。

図 4-11 スライダをノードネジで取り付ける

ラックへのスライドレールの取り付け

スライドレールをラックに取り付けて新しいノードを追加できるようにするには、以下の手順に

従ってください。

1. 2 組のスライドレール金具（ブラケットも含む）と工具類を用意します。内側の部品（スラ
イダー）はノードに取り付けるものです。

2. 以下のようにラックを準備します。

■ 回路ブレーカーでラックの電源を切ります。ラックのプラグを抜いてください。

■ より作業しやすくするには、新しいスライドレールを取り付けたい位置のすぐ下にある

ノードを引き出します。 ラックの転倒防止トレイを引き出します（47ページの図 4-5を
参照）。

警告：ノードを引き出す前に、必ず転倒防止トレイを引き出してください。 これを行わ

ないと、ラックが倒れてしまう可能性があります。
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■ スライドレールの邪魔になるネジを外します。

■ 4U ノードを設置するため、7 インチ（12 穴）分のスペースを確保します。

■ 後部レールの内側の穴からネジを外し、外側の穴に取り付けます。 

■ 手で上下のネジを締め、位置を合わせます。 フロントレールの外側からバックレールの
外側までは、69.8 cm（27.5インチ）なければなりません。

■ ネジに 32 in-lbsのトルクを与えます。 

3. 以下のようにスライドレール装着ブラケットをスライドレールに取り付けます。

■ 2つのネジを外側のスライドレールの手前の 1番目と 3番目の穴に通し、ネジがブラケッ
トの溝穴から突き出すようにブラケットを合わせます。 平ワッシャ、止めワッシャ、ナッ
トをネジに取り付けます。 

■ 2つのネジをスライドレールの後部の2つの穴に通し、ネジがブラケットの溝穴から突き
出すようにブラケットを合わせます。 平ワッシャ、止めワッシャ、ナットをネジに取り
付けます。

■ 両方のブラケットをスライドレール中央に向かって押し、外側の両方のネジがブラケッ

トのくぼんだ開口部に合うようにします。 ナットドライバーとドライバーを使ってネジ
を締めます。 

■ 必要なすべてのスライドレール（システムにつき 1セット）に対して上記の手順を繰り
返します。 

4. 以下のようにしてスライドレールをラックに取り付けます（図 4-12を参照）。

■ ラックの前面で、ショルダーワッシャを 4つのネジ（10-32 x 3/8）に付け、適切なレー
ル穴にスライドを合わせ、スライドの後部にあるクリップナットを持って、ネジ（とショ

ルダーワッシャ）をレールの前面に通します。 

■ ネジをクリップナットに通して、ショルダーワッシャがレールの穴にかみ合うようにし

ます。 ネジを手で締めている間はスライドが外れないように持っておいてください。 

■ 2つ目のネジも同様にして取り付けます。 

■ ラックの背面から、スライドの後部に対して上記の手順を繰り返します。 

■ ペアのもう一方のスライドレールについてもこの手順を繰り返します。 すべてのスライ
ドレールを取り付けたら、すべてのネジに 32 in-lbsのトルクを与えます。 ネジを締めす
ぎないようにしてください。
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図 4-12 ラックへのスライドレールの取り付け

-
M6 x L10

-
M6 x L10
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5. 以下のようにして、クリップナットを取り付けます。 

■ レールの内側にあるクリップナットの上部の穴を、スライドから上に向かって 2番目の
穴に合わせます。 

■ 1つのネジとショルダーワッシャで固定し、10 in-lbsのトルクを与えます。 

■ ラック両側の各スライドについて、上記の手順を繰り返します（図 4-13を参照）。

図 4-13 クリップナットの取り付け

クリップナットの下の穴は、ラックにケースを固定するために後で使用します。
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ノードの追加

最小構成のディスクドライブを搭載したノードの重さは約 14.5 kg（32 lbs）です。 

メモ：SGI Graphics Clusterの各ノードは通常 15.5 kg（34 lbs）以下ですが、ノードを取り外し
たり追加するときには他の人に手伝ってもらうことを強くお勧めします。 

この章では、新しいノードを追加する方法と、交換用のノードを取り付ける方法について、以下

のサブセクションに分けて説明します。

• 「ノードを取り付けるためのノードとラックの準備」（60ページ）

• 「ラックへのノードの取り付け」（63ページ）

• 「ノードのケーブル接続と仕上げ」（65ページ）

各ノードについて、以下のものが揃っていることを確認してください。

• スライドレール 1セット

• ノードの電源ケーブル

• スイッチ用 Ethernetケーブル

• SGI Graphics Cluster Series 12システム用 SGI ImageSyncデイジーチェーンケーブル

メモ：ノードを取り外してすぐに交換する場合は、既存のケーブルを使用できます。
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ノードを取り付けるためのノードとラックの準備

取り付けに際してノードを準備するには、以下の手順に従ってください。

1. 54ページの「スライドレールとスライダの取り付け」の指示に従って、新しいノードにスラ
イダを取り付けます。 ノードを交換する場合は、取り外したノードからスライダを使用する
ことができます。

2. 影響を受けるシステムからすべてのユーザーがログオフしていることを確認してください。

ラック内の各ノードの電源を切ります。 

3. 回路ブレーカーでラックの電源を切ります。ラックのプラグを抜いてください。

4. 新しいノードを追加する場合は、ラック前面の、ノードを設置する 4Uスペースにある、4U
ノードブランキングプレートを取り外します（図 4-14を参照）。

メモ：新しいノードはラック内で空いている 4Uスペースのうち一番下に設置してください。
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図 4-14 ノードブランキングプレートの取り外し

5. 新しいノードを追加するときに、ノードを取り付けるスライドレールがラックにない場合は、

54ページの「スライドレールとスライダの取り付け」の指示に従ってスライドレールを取り
付けます。
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6. ラックの転倒防止トレイを引き出します（図 4-15を参照）。

図 4-15 転倒防止トレイを引き出す

警告：ノードを引き出す前に、必ず転倒防止トレイを引き出してください。 これを行わない

と、ラックが倒れてしまう可能性があります。

30

30

30

30

30

30

30

30



ノードの追加

007-4399-001JPN 63

ラックへのノードの取り付け

ラックにノードを取り付けるには、以下の手順に従ってください。

1. 図 4-16に示すように、ラック内で、ノード用の各スライドレールのレバーを押し、スライド
レールを完全に引き伸ばせるまで引き出します。 スライドレールが完全に引き伸ばされ、そ
の位置にロックされたことを確認してください。

図 4-16 スライドレールの引き伸ばし

2. ノードの後部のスライダーをスライドレールの端に注意深く合わせます。 ノードはレールの
上ですべらせると最後に固定されます。 

メモ：SGI Graphics Clusterの各ノードは通常 15.5 kg（34 lbs）以下ですが、この作業を行
うときには他の人に手伝ってもらうことを強くお勧めします。

3. ノードをラック内に注意深く押し始め、取り外しレバーがかみ合うまで押します。

4. 取り外しレバーを放し、ノードがラック内に完全に入るまで押し続けます。

30
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5. ノードの両端にある 2 つのネジを締めて、ノードをラックケースに固定します。 これらのネ
ジは各ハンドルの上下についています。これらはラックのスライドレールのクリップナット

に通されています（図 4-17を参照）。

図 4-17 ラックケースへのノードの固定
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ノードのケーブル接続と仕上げ

システムのノードにケーブルを接続して、入出力機器を取り付けるには、以下の手順に従ってく

ださい。

1. 各ノードについて、以下のものが揃っていることを確認します。

• ノードの電源ケーブル

• スイッチ用 Ethernetケーブル

• SGI Graphics Cluster Series 12システム用 SGI ImageSyncデイジーチェーンケーブル

• オプションのギガビット Ethernetスイッチ用光ファイバーケーブル（使用する場合）

• 周辺機器用ケーブル（ビデオケーブルなど）

メモ：ノードを取り外してすぐに交換する場合は、既存のケーブルを使用できます。
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2. ノードの電源ケーブルをラックの PDUに取り付けます（図 4-18を参照）。

図 4-18 ノードの AC電源ケーブルの接続

3. トールラックの場合、ノードの電源ケーブルをハーネスに取り付けます。 

注意：この時点でノードの電源を入れないで下さい。
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4. ノードのデイジーチェーンのSGI ImageSync外部ケーブルを隣接するノードに取り付けます
（図 4-19を参照）。

図 4-19 SGI ImageSync外部ケーブルの接続、SGI Graphics Cluster Series 12システム
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5. マスターノードを交換する場合は、以下の手順で操作します。

■ キーボードとマウスを接続します。

■ Ethernetケーブルを接続します。もう一方の端をラックのスイッチにあるポートに差し
込みます。

■ オプションのギガビット Ethernetスイッチ用光ファイバーケーブルを使用する場合は、
接続します。

■ 図 4-20に示すように、HD15ビデオケーブルをシステムに接続します。

■ モニタがまだ電源に接続されていない場合は、接続します。

■ 必要に応じて他の周辺機器を接続します。

図 4-20 マスターノードのコネクタ
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メモ：SGI Graphics Cluster マザーボードのオーディオポートは使用不可となっています。

USBポート機能は SGI Graphics Clusterでサポートされていません。 グラフィックカードの

S-VHSポートはサポートされていません。 

6. ラックにプラグを差し込み、PDUの回路ブレーカーで電源を入れます。 転倒防止トレイを押
し戻します。

7. フロントパネルの電源ボタンを押して、マスターノードの電源を入れます（44ページの図 4-2
を参照）。 各チャンネルノードの電源を入れます。

8. 第 3 章、「SGI Graphics Cluster の管理」の指示と、必要であればシステムソフトウェアマ
ニュアルの指示にも従って、ノードの設定とシステムの再設定を行います。

スイッチの交換と追加

システムスイッチとオプションのギガビット Ethernetスイッチは、ラック後部ドアを通り抜ける
角度からラックに挿入しなければなりません。 このため、ラックがチャンネルノードで完全に埋
まっている場合は、スイッチを挿入する空間をつくるために一番上のノードを取り外す必要があ

ります。 別の方法としては、ドアを取り外す方法があります（72ページの「ラック後部ドアの取
り外し」を参照）。

メモ：オプションのギガビット Ethernetスイッチを取り付けるには、他の人に手伝ってもらう必
要があります。

ネットワークスイッチを交換または追加するには、以下の手順に従ってください。

1. 影響を受けるシステムからすべてのユーザーがログオフしていることを確認してください。

ノードの電源を切ります。 回路ブレーカーでラックの電源を切ります。

2. 転倒防止トレイを引き出します（62ページの図 4-15を参照）。

警告：ノードを引き出す前に、必ず転倒防止トレイを引き出してください。 これを行わない

と、ラックが倒れてしまう可能性があります。
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3. ラックがチャンネルノードで完全に埋まっている場合は、スイッチを挿入する空間をつくる

ために一番上のノードを取り外す必要があります。51ページの「ラックからのノードの取り
外し」の手順に従ってください。 この手順は、システムに付属の Ethernetスイッチを一定の
角度から挿入しなければならないため、必要です。 別の方法としては、ドアを取り外す方法
があります（72ページの「ラック後部ドアの取り外し」を参照）。

4. システム Ethernetスイッチを交換するときに、オプションのギガビット Ethernetスイッチ
がある場合は、Ethernet スイッチに手が届くように、必要に応じて光ケーブルを外してくだ
さい。

5. オプションのギガビット Ethernetスイッチを追加または交換する場合は、システムに付属の

Ethernetスイッチを取り外します。 この手順は、ギガビット Ethernetスイッチをある一定の
角度から挿入しなければならないため、必要です。 次の手順に従ってください。

■ システムの Ethernet スイッチからケーブルを取り外します。 スイッチの電源ケーブル
を取り外します。これはラックレールとラックケースの壁の間の、ラック側面に通され

ています。 これらのケーブルは、もう一方の端がつながったまま置いておいても構いま
せん。

■ システムの Ethernet スイッチをラックのレールに固定しているラック装着ネジを外し
ます。 

■ ラックからスイッチを取り外します。

6. 新しいスイッチ用の電源コードをラックレールとラックケースの壁の間に通し、PDUに差し
込みます。 
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7. ギガビット Ethernetスイッチを追加する場合は、ラック内に取り付けます。

■ ラック前面にある 2つの 2Uパネルを取り外します。

■ ラック内にスイッチを斜めに挿入し、ラック最上部の 1Uスペースに配置します（図 4-21
を参照）。

図 4-21 ラック内のスイッチの位置

■ 一人がスイッチをその場所で持っておき、もう一人がギガビット Ethernetスイッチの後
部にある装着ブラケットをラックレールに取り付けます。

8. オリジナルのシステムスイッチを、ラックの上部から、3 番目の 1U スペースに入れなおし
ます。 スイッチをラックレールに固定します。 ケーブルを接続しなおします。

9. スイッチに電源ケーブルを接続します。

10. ノードから新しいスイッチにケーブルを接続します。

11. 一番上のノードを取り外した場合は、再度取りつけてケーブルを接続します。 

12. ラック前面にある 2 つの 2U パネルを取り外した場合は、再度取りつけます。 後部ドアを取
り外した場合は、再度取りつけます。

13. 両方のスイッチの電源を入れます。

14. ノードの電源を入れ、ラックの電源を入れます。 転倒防止トレイを押し戻します。

15. ネットワーク IPの設定とホストの設定をまだ行っていない場合は、設定を行います。

16. スイッチの設定について、スイッチのマニュアルの指示に従います。 

Ethernet

Ethernet
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ラック後部ドアの取り外し

ショートラックまたはトールラックの後部ドアを外すと、特にドアが完全に開かないところでの

スイッチの取り付けまたは交換が楽になります。

ラック後部ドアは、はめ込み式のヒンジとアース線コネクタで接続されています。 ドアを取り外
すには、以下の手順に従ってください。

1. ドアを 90度に開きます。

2. アース線をドアから外します。

3. ドアを垂直に持ち上げてヒンジから外します。

トールラックの場合、足の甲をドアの下に入れて、ドアを持ち上げることでヒンジを外せま

す（足が挟まれないように注意してください）。 

ドアを再度取り付ける場合には、アース線を忘れずに取り付けてください。
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第 5章

5. SGI Graphics Clusterシステムコンポーネントの
追加と交換

この章では、ノード内のコンポーネントを追加または交換する方法について説明します。 この章
は、以下のセクションで構成されています。

• 「ESD注意事項」（73ページ）

• 「ドライブまたはドライブケージの交換または追加」（74ページ）

• 「ファンの交換」（87ページ）

• 「拡張カードの交換と追加」（90ページ）

• 「メモリモジュールの取り付けと取り外し」（94ページ）

ESD注意事項

コンポーネントを取り扱う際、またはノード内の作業を行う際には、静電放電（ESD）注意事項
に従ってください。 電子装置は ESDによって修理不可能なほど損傷を受けることがあります。 シ
ステムコンポーネントを取り扱う際には、必ずこれらの注意事項を守ってください。

• 取り付けの準備が整うまでは、静電気防止パッケージからコンポーネントを取り出さないで

ください。

• 取り付け前にコンポーネントに対して作業する必要がある場合は、ESDを発生させる表面
（カーペットなど）や、静電気を起こす装置の近くにコンポーネントを置かないでください。

• 電子部品を取り扱う際には静電気防止用リストストラップを装着してください。 静電気防止
用リストストラップは、ほとんどの電子部品販売店で入手することができます。 
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ドライブまたはドライブケージの交換または追加

ノード内のドライブを交換するには、ドライブケージ（ローテーションモジュール）を外し、問

題のあるドライブを取り外して、交換用のドライブを取り付け、ケース内にドライブケージを取

り付けます。 この手順では、次のものが必要となります。 

• プラスドライバー（No.2）

• 静電気防止用リストストラップ

このセクションでは、5.25インチまたは 3.5インチのドライブの交換方法、また、ドライブケー
ジを交換または追加する方法について、以下のサブセクションに分けて説明します。

• 「ノードケースからのドライブケージの取り外し」（74ページ）

• 「ドライブケージからのドライブの取り外し」（80ページ）

• 「ドライブケージへのドライブの取り付け」（81ページ）

• 「ドライブケージの交換または追加」（82ページ）

メモ：ドライブを新しいドライブケージに追加する場合、追加のオプションのドライブケージに

は 2つまでしかドライブを追加できないことに注意してください。

ノードケースからのドライブケージの取り外し

システムドライブケージを取り外すには、以下の手順に従ってください。

1. ドライブケージをすぐに交換しない場合は、4つのベゼルブランキングプレートを用意します。

注意：ドライブケージがない場合は、適切な電磁シールドのためベゼルブランキングプレー

トを必ず取り付けてください。

2. ドライブケージの作業を行うだけの十分な広さの場所があることを確認します。

3. 影響を受けるノードからすべてのユーザーがログオフしていることを確認してください。適

切な管理ツールを用いてノードをシャットダウンします。 

!
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4. ノードベゼルを開き（42ページの「ノードベゼルを開く」参照）、ノードの電源を切ります。
ボタンの位置については 36ページの図 3-3を参照してください。

5. 49ページの「ノードカバーの取り外し」の指示に従ってノードのトップカバーを外します。 

6. システムのアースに静電気リストストラップをつなげます。 

7. ケージ内のドライブからすべてのケーブルを抜きます（図 5-1を参照）。

■ SCSIドライブ： SCSIリボンケーブルをドライブの端から外します。ドライブの電源ケー
ブルを外します。 

■ システムドライブケージのフロッピードライブ：ドライブから電源ケーブル（赤、黒、

黒、黄）を外します。マザーボードからフロッピードライブケーブルを外します。 

■ システムドライブケージのCD-ROMドライブ： ドライブの端にあるIDEケーブルを外し
ます。 電源ケーブルを外します。

■ システムドライブケージのルートドライブ： ドライブの端にある SCSI接続を外します。
ドライブから電源ケーブルを外します。

■ システムドライブケージのフロントパネルLEDおよびスイッチ： マザーボードから 3端
子の電源ケーブルを外します。

ドライブをすぐに交換しない場合は、ケーブルのもう一方の端も外せます。

メモ：このセクションの図では、出荷時のオリジナルドライブケージの詳細を示します。た

だし、特に注記がなければ、これらの指示や説明はオプションのセカンドドライブケージに

も当てはまります。
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図 5-1 内部ドライブのケーブル接続

メモ：取り外したすべてのケーブル接続について細かくメモをとっておくと良いでしょう。
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8. ドライブケージ前面をノードケース前面に固定している 4つのネジ（フランジの最上部 2つ
と最下部 2つ）を外します（図 5-2を参照）。

図 5-2 ドライブケージのネジを外す

9. ドライブケージの最上部にある 2つのネジを外します（図 5-2を参照）。 
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10. 図 5-3 に示すように、ケースのトップパネルを少し持ち上げて、トップパネルのクリップか
らドライブケージを外し、ドライブケージを前へ押してケースから取り出します。

図 5-3 ドライブケージの取り外し
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11. オプションのセカンドドライブケージを外してすぐに交換しない場合は、ノード前面に 4つ
のブランキングプレートを取り付けます。ノードケース前面から見て左側から取り付けてく

ださい。 それぞれ上下のネジを締めます（図 5-4を参照）。 

図 5-4 ベゼルブランキングプレートの取り付け

注意：セカンドドライブケージがない場合は、適切な電磁シールドのためベゼルブランキン

グプレートを必ず取り付けてください。 !
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ドライブケージからのドライブの取り外し

ドライブケージからドライブを取り外すには、以下の手順に従ってください。

1. ドライブケージをすぐに交換しない場合は、ドライブフィラープレートを用意します。 

注意：ドライブがない場合は、適切な電磁シールドのためドライブケージに必ずフィラープ

レートを取り付けてください。 

2. 図 5-5 に示すように、ドライブケージの両側でドライブを固定している 2 つのネジを外し
ます。 

図 5-5 ドライブベイからのドライブの取り外し

!
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3. ドライブをすぐに交換しない場合は、ドライブベイにドライブフィラープレートを取り付け

ます。 どちらかの端をネジで固定します。 

注意：ドライブがない場合は、適切な電磁シールドのためフィラープレートを必ず取り付け

てください。

ドライブケージへのドライブの取り付け

ケースに取り付けられているドライブケージには、出荷時に 3つのドライブ（フロッピードライ
ブ、CD-ROM ドライブ、システムドライブ）が取り付けられています。これらはすべて取り外

したままにはできません。

ノードケースには追加のドライブケージを 1つ収納できます。これはオプションとして SGIから
入手できます。このドライブケージには 2つの追加のドライブを取り付けることができます（リ
ムーバブルまたは非リムーバブル）。 SGI から非リムーバブルドライブを入手した場合、SGI
Graphics Clusterのドライブケージ用ドライブスレッドに前もって取り付けられています。

メモ：追加のオプションドライブケージには 2 台を越えるドライブを追加することはできません。

ドライブを交換または追加するには、以下の手順に従ってください。 

1. ノードケースにすでに取り付けられているドライブケージにドライブを取り付ける場合は、

74ページの「ノードケースからのドライブケージの取り外し」の指示に従って、ノードから
ドライブケージを取り外します。

2. 新しいドライブとそのすべてのケーブルを用意します。

3. ドライブケージ内の新しいドライブ用のドライブベイを選択します。 

オプションの新しいドライブケージにリムーバブルドライブやテープドライブを取り付ける

場合は、選択したドライブベイのブランキングプレートの左右の端にあるネジを外します。 

非リムーバブルドライブのような、ドライブケージの後部から挿入できるドライブを取り付

ける場合は、ブランキングプレートを外さないでください。

!



82 007-4399-001JPN

5：SGI Graphics Clusterシステムコンポーネントの追加と交換

メモ：オプションの追加ドライブケージでは、ドライブは上部 2つのドライブベイだけに取
り付けられます。 一番下のドライブベイにはドライブは取り付けられません。

4. 選択したドライブベイの後部にドライブを挿入します。 リムーバブルドライブを挿入できる
方向は決まっています。

5. ドライブの穴をドライブケージの側面の穴に合わせます。 図 5-5 に示すように、（ドライブ
ケージの両側に 2つずつある）4つのネジを締めてドライブをドライブケージに固定します。
ネジはドライブに付属しています。 

注意：様々なドライブにネジが付属していますが、これらは互いに交換できません。 そのオ
プションに付属のネジだけを使うようにしてください。

ドライブケージの交換または追加

新しいオプションのドライブケージには以下のものが含まれています。

• SCSIリボンケーブル

• 幅細ブランキングパネル

• 注文したオプションのドライブ（ハードディスク、テープドライブなど）。非リムーバブルド

ライブはドライブスレッドにあらかじめ取り付けられています

• 十分な数のネジ

メモ：ドライブケージにノードを追加するのが困難でノードを取り外さなければならない場合は、

ノードの取り外しや交換の際に他の人に手伝ってもらってください。 

ノードケースのドライブケージを交換（再設置）する、またはノードケースに新しいオプション

のドライブケージを追加する場合は、以下の手順に従ってください。

!
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1. 作業台にドライブケージを置き、ドライブケージに必要なドライブを取り付けます（81ペー
ジの「ドライブケージへのドライブの取り付け」を参照）。

2. 41ページの「コンポーネントの交換または追加のためのノードの準備」の指示に従って、ド
ライブケージを取り付けるノードを引き出します。 ノードカバーを取り外します。 

メモ：ラック内でノードに作業するのが困難な場合は、他の人に手伝ってもらい、ラックか

らのノードの取り外しと取り付けを行ってください。 51ページの「ラックからのノードの取
り外し」の指示に従ってください。

3. 新しいドライブケージを追加する場合、以下の手順に従ってください。

■ 右から左に向かって、ノードケースの前面から 4つの縦のブランキングプレートを外し
ます（図 5-6を参照）。 

図 5-6 ノードケースからのドライブブランキングプレートの取り外し
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■ 図 5-7に示すように、ノードの前面に、新しいドライブケージに付属の幅細プレートを取
り付けます。プレートの上下でネジを締めます。 

図 5-7 新しいドライブケージへの幅細ブランキングプレートの取り付け

4. ドライブケージをケースの中へ押します。 ドライブケージがカチッと音を立てて収まります。
ケースの上部についたクリップがドライブケージをその場所に固定します （78ページの図5-3
を参照）。
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5. ドライブケージをノード上部に取り付けるための 2 つのネジを締めます。 ドライブケージ前
面をノードケース前面に取り付けるための 4つのネジ（フランジの最上部 2つと最下部 2つ）
を締めます。 最上部のプラスチックパネルをドライブケージ側に折り返し、ネジを隠します
（図 5-8を参照）。 

図 5-8 ノードケースへのドライブケージの固定

6. 以下のようにドライブをケーブル接続します。

■ SCSIドライブ： SCSIリボンケーブルのシングルコネクタをマザーボード上の SCSIコネ
クタに接続します。 ケーブルに沿ったコネクタの1つをドライブ上のSCSIコネクタに接
続します。 コネクタが適合します。 

電源ケーブルの束ねを外し、ドライブに届く電源ケーブルを選んで、それを接続します。 

■ フロッピードライブ： IDE フロッピードライブケーブルをドライブに接続します。 電源
ケーブル（赤、黒、黒、黄）をノードの電源からドライブに接続します。
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■ CD-ROM： コネクタは、ドライブパネル上にラベルが貼られています。 

IDE ケーブルをドライブ側に接続します。 電源ケーブルを接続します。 IDE ケーブルを
ドライブからマザーボード上の IDEコネクタに接続します。 

■ ルートドライブ： ドライブに SCSI ケーブルを取り付けます。 電源ケーブルを接続します。 

3 端子の電源ケーブル（白－青、白－緑、灰色－灰色）のシングル側をルートドライブ
上のコネクタに接続します。 図 5-9に示すように、3端子側を接続します。

図 5-9 内部ドライブのケーブル接続
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7. 「ラックからのノードの取り外し」の説明に従って、ノードのトップパネルを再度取り付けま
す。 43ページの「ノードをラックから引き出す」の説明に従って、ノードをラックに戻しま
す。 65ページの「ノードのケーブル接続と仕上げ」の説明に従って、ノードのケーブルを再
接続します。

ファンの交換

システムファンを取り外して交換するには、以下の手順に従ってください。

1. ノードベゼルを開き（42ページの「ノードベゼルを開く」参照）、ノードの電源を切ります。

36ページの図 3-3にボタンの位置を示します。

2. 49ページの「ノードカバーの取り外し」の指示に従って、ノードのトップカバーを取り外し
ます。 

3. システムのアースに静電気リストストラップをつなげます。
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4. マザーボードからファンケーブルを外します（図 5-10を参照）。

図 5-10 システムファンケーブル



ファンの交換

007-4399-001JPN 89

メモ：左のファンのケーブルは、PCI カードの下に通されています。 ファンケーブルコネク
タをマザーボードから外した後、ケーブルをゆっくりとカードの下から引き出せます。また

は、必要なら一時的にカードを外しても良いでしょう。

5. ノードケースの背面で、ファンをケース背面に固定している 4つのネジ（それぞれの角に 1つ
ずつ）を外します（図 5-11を参照）。 交換用のファンに使用するため、ネジをなくさないよう
にしてください。

図 5-11 ケース後部からファンのネジを外す
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6. どのシステムコンポーネントにも触らないようにして、システムからファンを注意深く取り

外します。

7. ケース内に交換用のファンを入れます。とっておいたネジでファンを止めます。 

8. ファンケーブルを接続します（図 5-10 を参照）。拡張スロットに一番近いファンを取り付け
る場合、ケーブルを通すときは必要に応じてカードをスロットから抜いてください。

拡張カードの交換と追加

このセクションでは、PCIカードとAGPカードの取り付けと取り外しの方法について説明します。 

静電放電（ESD）注意事項に従ってください。 電子装置は ESDによって修理不可能なほど損傷を
受けることがあります。

• 取り付けの準備が整うまでは、静電気防止パッケージからカードを取り出さないでください。

• 取り付け前にカードに作業する必要がある場合は、ESDを発生させる表面（カーペットな
ど）や、静電気を起こす装置の近くにコンポーネントを置かないでください。

メモ：SGI Graphics Cluster Series 12ノードでは、AGPスロットに取り付けられているグラ
フィックカードを取り外したり交換したりしないでください。SGI ImageSyncカードは取り外さ
ないでください。 これらの手順については、サービス担当者にお問い合わせください。
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拡張カードの取り付け

SGI Graphics Clusterの拡張カードは特定のスロットに対応します。これを表 5-1に示します。

メモ：マザーボードには 6つの拡張スロットがあります。AGPスロットの左側にある 7番目のス
ロットカバーは、AGPカードの追加ポートを取り付けるときに使用します。 ただし、SGI Graphics
Clusterのノードでは、このAGPスロットにはグラフィックカードが搭載されています。

拡張カードを取り付けるには、以下の手順に従ってください。

1. ノードの電源を切り、ラックから取り出し、ノードのトップパネルを外した状態で、システ

ムのアースに静電気防止用リストストラップをつなげます。 

2. マザーボードの空の拡張スロットの位置を確認します。図 5-12 に PCI スロットの番号を示
します。 

表 5-1 SGI Graphics Clusterの拡張スロットとカード

スロット カード

AGP グラフィックカード

PCIスロット 1（AGPスロットに一

番近いスロット）

ギガビット Ethernetカード（オプション）

PCIスロット 2 SGI ImageSyncカード。SGI Graphics Cluster Series 12のみ

PCIスロット 3 ネットワークインタフェースカード（セカンダリ Ethernet）、マスターノードの

み。SGI Graphics Cluster Series 12に付属

PCIスロット 4 空。ユーザーのオプションに利用可能

PCI スロット 5（ケースの壁に一番

近いスロット）

市販品オーディオカード： SGI Graphics Cluster Series 12 のマスターノードに

付属
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図 5-12 拡張スロット

メモ：SGI Graphics Cluster Series 12ノードにおいては、AGPスロットに取り付けられて
いるグラフィックカードを取り外したり交換したりしないでください。SGI ImageSyncカー
ドは取り外さないでください。 これらの手順については、サービス担当者にお問い合わせく
ださい。

3. 空いている拡張スロットのスロットカバー（メタルブラケット）を取り外します。ネジは新

しいカードで使用するため、なくさないようにしてください。

メモ：カードを取り外す必要があり、スロットに挿入する新しいカードがない場合に備えて、

スロットカバーは保管しておくのが良いでしょう。

3
1

5 AGP

2
4

PCI
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4. 拡張カードの包装を解きます。カードのコネクタには触れないでください。 カードを注意深
く挿入し、スロットにしっかりと入れます。 カードが確実に収まったかどうかを確認してく
ださい。 

5. スロットカバーから取っておいたネジでカードを本体に固定します。

拡張カードの取り外し

拡張カードを取り外すには、以下の手順に従ってください。

1. カードを取り外した後スロットに別のカードを挿入しない場合は、スロットカバーを用意し

ます。

注意：カードがない場合は、電磁波による干渉を最小限にするためにスロットカバーを必ず

取り付けてください。

2. ノードのトップパネルを外した状態で、システムのアースに静電気防止用リストストラップ

をつなげます。 

3. 取り外す拡張カード用の固定ネジを外します。

メモ：SGI Graphics Cluster Series 12ノードにおいては、AGPスロットに取り付けられて
いるグラフィックカードを取り外したり交換したりしないでください。SGI ImageSyncカー
ドは取り外さないでください。 これらの手順については、サービス担当者にお問い合わせく
ださい。

4. そっと均等に力を加え、カードをスロットからまっすぐに引き出します。

5. 空いているスロットに別のカードを取り付けない場合は、拡張スロットの開口部にスロット

カバーを取り付け、ねじで固定します。

6. 49ページの「ノードカバーの取り外し」の説明に従って、トップパネルを取り付けます。

システムの電源を入れると、BIOSが新しいデバイスを自動的に検出してリソースを割り当てます。 

!
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メモリモジュールの取り付けと取り外し

マザーボード上の 3つの 168ピンソケットは、ECC機能付き SDRAM DIMMをサポートしてい
ます。 256 MB、または 512 MB（単密度および倍密度）のDIMMを取り付けて、最大で 1 GBの
システムメモリを搭載することができます。 それぞれの DIMMソケットは他と独立しています。
異なる容量の DIMMを取り付けて様々な構成をつくることができます。

メモ：SDRAMは 3.3 Vでのみ動作します。5 Vのメモリデバイスはサポートされません。 このマ
ザーボードは 100-MHzと 133-MHzの SDRAMをサポートします。 ただし、これらはシステム
で同時に使用できません。 

警告：100-MHzと 133-MHzの SDRAMを両方同時に使用すると、システムの誤動作を引き起

こす可能性があります。 認定された DIMMベンダーのリストについては、SGIの担当者にお問い

合わせください。
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DIMMを取り付けるには、図 5-13に示すように、空いているスロットに DIMMを合わせ、固定
クリップで定位置に固定されるまで、DIMMを押し込みます。

図 5-13 DIMMの取り付け

メモ：DIMM ソケットには、正しい向きにセットされるように溝が付いています。 DIMM を挿

入しようとしても完全に合わない場合は、逆向きに挿入している可能性があります。 DIMMの向
きを逆にしてみてください。

DIMM を取り外すには、図 5-13 に示すように、ソケットの両側の固定クリップを外側に押して

DIMMを外します。 DIMMの上部に指をあててから固定クリップを押さえ、ソケットからDIMM
をそっと取り外します。
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システムは取り付けられているメモリの容量を自動的に検出します。 設定情報については、ご使
用のクラスタのオペレーティングシステムに関する、以下の参考書籍を参照してください。

• 『Linux in a Nutshell』（Ellen Siever, Stephen Spainhour, Jessica P. Hekman, and Stephen
Figgins, third edition, O’Reilly & Associates, 2000, ISBN 0-596-00025-1）『 Linux クイック
リファレンス 第 2版』オライリー ジャパン発行、ISBN4-87311-002-5

• 『Windows NT in a Nutshell』（Eric Pearce, O’Reilly & Associates, 1997, ISBN 
1-56592-251-4）または『Essential Windows NT System Administration』（second edition,
AEleen Frisch, O’Reilly & Associates, 1998, ISBN 1-56592-274-3）『Windows NT クイック
リファレンス』オライリー ジャパン発行、ISBN4-900900-15-X
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第 6章

6. トラブルシューティング

この章は、以下のセクションで構成されています。

• 「システムエラーメッセージと解決法」（98ページ）

• 「BIOS設定の変更」（101ページ）

• 「ケーブル接続の確認」（101ページ）

• 「ディスクに関する問題の解決」（101ページ）

• 「ビデオに関する問題のトラブルシューティング（SGI Graphics Cluster Series 12）」
（102ページ）

• 「ノードに関する問題のトラブルシューティング」（103ページ）

• 「サウンドカードに関する問題のトラブルシューティング（SGI Graphics Cluster Series 12
のみ）」（104ページ）
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システムエラーメッセージと解決法

システムエラーメッセージは、コンピュータそのものでの障害を示し、通常、オペレーティング

システムプロンプトが表示される前の、パワーオンセルフテスト（POST）時に表示されます。
表 6-1に、アルファベット順のエラーメッセージ一覧と、対処方法を示します。

メモ：BIOSの使用についての説明は、101ページの「BIOS設定の変更」を参照してください。 

表 6-1 システムエラーメッセージ

メッセージ 対処方法

CMOS battery bad（CMOSバッテリの不良） リチウム電池を交換するか、サービス担当者にお問い合わせください。

CMOS checksum error

（CMOSチェックサムエラー）
BIOS画面を開き、デフォルト値をロードして、設定を保存、終了してください。  

CPU BIOS update code mismatch

（CPU BIOSアップデートコードの不一致）
サービス担当者にお問い合わせください。

Diskette drive controller error or not 

installed floppy disk controller error

（フロッピーディスクドライブコントローラエラー、ま

たはフロッピーディスクコントローラ未インストールエ

ラー）

フロッピードライブケーブルの両端が正しく接続されていることを確認してく

ださい。

Diskette drive error

（フロッピーディスクドライブエラー）

BIOSの CMOS設定を確認し、フロッピーディスクドライブケーブルが正しく

接続されていることを確認してください。

Diskette drive A type mismatch floppy 

drive error（フロッピーディスクドライブ Aの種類

とフロッピーディスクドライブ Aの不一致エラー）

BIOS 画面を開き、適切なフロッピーディスクドライブの種類を選択してくだ

さい。

Diskette drive B type mismatch floppy 

drive B error（フロッピーディスクドライブ Bの種

類とフロッピーディスクドライブ Bの不一致エラー）

BIOS 画面を開き、適切なフロッピーディスクドライブの種類を選択してくだ

さい。

ECC facility fail（ECCが機能していません） SDRAM が故障している可能性があります。 サービス担当者にお問い合わせく

ださい。

Equipment configuration error

（装置の設定エラー）

メモリの設定を修正する必要があります。 サービス担当者にお問い合わせくだ

さい。
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Expansion ROM allocation failed

（拡張 ROM割り当てに失敗しました）
サービス担当者にお問い合わせください。

Hard disk controller error

（ハードディスクコントローラエラー）

BIOS画面を開くか、ハードディスクのケーブル接続を確認してください。 

IRQ setting error BIOS画面を開き、IRQデバイスの競合がないことを確認してください。 

I/O parity error（I/Oパリティエラー） サービス担当者にお問い合わせください。

I/O resource conflict(s)

（I/Oリソースの競合）
シリアルポートとパラレルポートをチェックして、IRQまたは I/Oアドレスの

競合がないことを確認してください。 

I2C interface or device(s) error, 

system halt（Cインターフェイスまたはデバイスエ

ラー。システム停止）

システムをシャットダウンして電源ケーブルを取り外すか、サービス担当者に

お問い合わせください。 

PS/2 keyboard error or no keyboard 

connected（PS/2キーボードエラーまたはキーボー

ドが接続されていません）

マスターノードへのキーボード接続を確認してください。

PS/2 keyboard interface error

（PS/2キーボードインターフェイスエラー）
キーボードを交換するか、サービス担当者にお問い合わせください。

PS/2 pointing device error

（PS/2ポインティングデバイスエラー）
マスターノードへのポインティングデバイス（マウス）の接続を確認してくだ

さい。

PS/2 pointing device interface error

（PS/2ポインティングデバイスインターフェイスエ

ラー）

BIOS 画面を開き、ポインティングデバイスを確認してください。 

Memory Error at: MMMM:SSSS:OOO 

(W:XXXX, R:YYYY) where: M: MB, S: 

segment, O: offset, X/Y: write/read 

pattern（MMMM:SSSS:OOO（W:XXXX, R:YYYY） 

でメモリエラー。MはMB、Sは、セグメント、Oは、

オフセット、X/Yは、書き込み /読み取りパターン）

サービス担当者にお問い合わせください。

Memory resource conflict(s)

（メモリリソースの競合）

サービス担当者にお問い合わせください。

表 6-1 システムエラーメッセージ（続き）

メッセージ 対処方法
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原則として、エラーメッセージ「Press F1 to continue」は、設定に関する問題（101ペー
ジの「BIOS設定の変更」を参照）またはケーブルのゆるみ（101ページの「ケーブル接続の確認」
を参照）が原因となって表示されます。 装置の誤作動が原因の場合は、システムがまったく動作
しなくなるというような、もっと致命的なエラーになる可能性が高くなります。

表 6-1 に示す処置を行ってもエラーメッセージが表示される場合、原因は装置の誤動作である可
能性があります。 設定値が正しく、バッテリが正常に動作していることが確実であれば、チップ
が損傷を受けているか不良品であることが障害の原因である可能性があります。 いずれの場合
も、認定されたサービスセンターにお問い合わせください。 

Memory size mismatch CPU clock 

mismatch（メモリサイズの不一致、CPUクロックの

不一致）

システム仕様に基づいたメモリサイズを確認してください。 BIOS 画面を開き、

デフォルト値をロードして、設定を保存、終了してください。 メッセージが何

度も現れる場合は、サービス担当者にお問い合わせください。

NVRAM checksum error

（NVRAMチェックサムエラー）

サービス担当者にお問い合わせください。

Onboard pointing device interface 

error（オンボードポインティングデバイスインター

フェイスエラー）

ポインティングデバイスを交換するか、サービス担当者にお問い合わせください。

Real time clock error

（リアルタイムクロックエラー）

BIOS画面を表示し、時刻と日付を設定してください。

RAM parity error（RAMパリティエラー） サービス担当者にお問い合わせください。

64K system management memory bad

（64Kシステム管理メモリ不良） 

サービス担当者にお問い合わせください。

SMRAM not exist（SMRAMがありません） サービス担当者にお問い合わせください。

Press Esc to turn off NMI, any key to 

reboot（NMIをオフにするには Esc、再起動するには

任意のキーを押してください）

NMIエラーを無視するには Escキーを押します。 システムを再起動するには、

他のキーを押します。 このメッセージが何度も現れる場合は、サービス担当者

にお問い合わせください。

表 6-1 システムエラーメッセージ（続き）

メッセージ 対処方法
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BIOS設定の変更

BIOSユーティリティを使用して、システムの設定を表示することができます。 システムは、出荷
時に設定されています。 エラーメッセージが表示されない限り、コンピュータ起動時に BIOS 画
面を表示する必要はありません。

BIOS プログラムにより、CMOS RAM というバッテリバックアップ式不揮発性メモリに設定値

がロードされます。このメモリ領域はシステム RAM の一部ではありません。 エラーメッセージ
が何度も表示される場合は、バッテリ不良のおそれがあります。 この場合、システムは設定値を

CMOS内に記憶できません。 資格のある技術者に相談してください。

BIOS 画面を表示するには、Ctrl Alt Escを同時に押します。BIOSセットアップメニュー
が表示されます。

ケーブル接続の確認

頻繁に、または不注意にケーブルを取り外したり再接続する作業によって、ケーブルが損傷する

ことがまれにあります。 コネクタのピンが曲がっていないことを確認してください。 

内部のケーブル接続を確認するには、41ページの「コンポーネントの交換または追加のためのノー
ドの準備」の指示に従ってノードの電源を切り、ノードカバーを外します。 内部ケーブルが正しい
コネクタにきちんと接続されていることを確認してください。

ディスクに関する問題の解決

新しいディスクにアクセスできない場合は、そのディスクが正しくフォーマットされていない可

能性があります。 ディスクフォーマットについての説明は、システム管理ガイドを参照してくだ
さい（38ページの「システム管理についての参照情報」を参照）。
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ビデオに関する問題のトラブルシューティング（SGI Graphics Cluster Series 12）

接続されているモニターまたは他のビデオ機器からビデオ出力がない場合、外部 SGI ImageSync
がうまく収まっていないか、正しくない可能性があります。 以下の手順に従ってください。

1. ラック後部で、ラック最下部にあるマスターノードの SGI ImageSyncケーブルが、マスター
ノードの SGI ImageSyncカードのOUTポートに差し込まれていることを確認します（図 6-1
を参照）。

図 6-1 SGI ImageSync外部ケーブル、SGI Graphics Cluster Series 12システム 

2. このケーブルが、次のノード（channel0）の SGI ImageSyncカードの INポートに差し込ま

れていることを確認します（図 6-1を参照）。 

3. 次の SGI ImageSyncケーブルが、channel0ノードのOUTポートから、ラック内の次に上にあ

るノード（channel1）のSGI ImageSyncカードの INポートに接続されていることを確認します。

4. ラック内のすべてのSGI ImageSyncケーブル接続について、デイジーチェーンを確認します。

5. それでも問題が解決されない場合は、サービス担当者にお問い合わせください。
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ノードに関する問題のトラブルシューティング

このセクションでは、ノードに関する問題を説明し、その解決法を提案します。

• pconsoleプログラム起動後、接続要求が表示され、終了する

10-Base-T または 100-Base-T の Ethernetスイッチのネットワークケーブルを確認し、マス
ターチャンネルが差し込まれ、動作していることを確認してください。

• ノードの電源を入れたとき、CD-ROMのトレイが開く

CD-ROMドライブのトレイスイッチが故障しています。 CD-ROMドライブを交換してくだ
さい。

• ノードの電源を入れても、画面が変わらずスプラッシュスクリーンが表示されない

ノードのリセットスイッチを押してください。

ノードの画面にまだ何も表示されない場合は、同期がとれていません。 ノードの電源を切り、
接続を外して、ラックから引き出し（43ページの「ノードをラックから引き出す」を参照）、
グラフィックカードが AGPスロットにきちんと収まっているか確認してください。

警告： ノードを引き出す前に、必ず転倒防止トレイを引き出してください。 これを行わな
いと、ラックが倒れてしまう可能性があります。 一度に 2つ以上のノードを引き出さないで

下さい。

それでも問題が解決されない場合は、サービス担当者にお問い合わせください。

• ノードの電源を入れても起動せず、電源インジケータが点灯しない

ノードの電源を切り、接続を外し、ラックから引き出します（43ページの「ノードをラック
から引き出す」を参照）。 SGI ImageSyncカードを装着しなおしてください。

それでも問題が解決しない場合は、フロッピー電源ケーブルが正しく接続され、1 つのピン
もずれていないことを確認してください。
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• 使用中に、モニターがスタンバイモードになる

モニターケーブルを外し、それを別のシステムに接続してみてください。 モニターが動作す
る場合は、モニターケーブルを元のノードに再度接続してみてください。 モニターがついた
ままの場合は、VGAケーブルを交換してください。配線が故障している可能性があります。

問題が解決されない場合は、別のモニターとケーブルをノードに接続して、問題を検証して

ください。 ノードを再起動して、問題がまだ残っているかを確認してください。

• ノードの電源を入れたとき、システムディスクが見つからない

ノードの電源を切り、ケーブルを外して、転倒防止トレイを引き出し、該当するノードを引

き出します（43ページの「ノードをラックから引き出す」を参照）。 SCSIケーブルコネクタ
をハードドライブに装着しなおします。

サウンドカードに関する問題のトラブルシューティング

（SGI Graphics Cluster Series 12のみ）

サウンドカードの問題については、SoundBlaster Live! Valueサウンドカードのマニュアルを参
照してください。 このカードのマニュアルは、メーカのWebサイト、 
http://www.soundblaster.comから無料でダウンロードできます。

このセクションでは、サウンドカードに関する問題を説明し、その解決法を提案します。

• Linuxシステムで、サウンドカードが機能しない

サウンドカードのマスターチャンネルと PCM チャンネルがミュートになっていないか、ゲ
インが上がっているかを確認してください。 その他のトラブルシューティングについては、

http://www.alsa-project.orgを参照してください。

• Windows NT システムで、マスターチャンネルのネットワークが動作しなくなる

マスターノードと他のノードを ping してください。 マスターノードが自身を ping でき、他
のノードはできなかった場合は、ノードの電源を切り、接続を外し、ラックから引き出し（43
ページの「ノードをラックから引き出す」を参照）、サウンドカードを取り外してください。
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警告： ノードを引き出す前に、必ず転倒防止トレイを引き出してください。 これを行わな
いと、ラックが倒れてしまう可能性があります。 一度に 2つ以上のノードを引き出さないで

下さい。

ケーブルを再度接続して、起動します。 ネットワークが機能しているかどうかを確認してく
ださい。

問題が解決しない場合は、Windows NTを再インストールしてください。それでも問題が
解決しない場合は、サウンドカードを交換してください。
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付録A

A. 技術仕様

この章では、SGI Graphics Clusterシステムの技術仕様について、以下のセクションに分けて説
明します。

• 「ラックの物理的仕様」（107ページ）

• 「ラックの電力消費」（108ページ）

• 「熱放出」（108ページ）

• 「ノード仕様」（109ページ）

• 「ノードポートピン配列」（109ページ）

ラックの物理的仕様

表 A-1に、SGI Graphics Clusterの物理的仕様を示します。 

表 A-1 ラックの物理的仕様

仕様 ショートラック トールラック

高さ 動作時： 96.5 x 61 x 94 cm（38 x 24 x 37 in.）; 20 U

梱包時： 142 x 88.9 x 138.4 cm（56 x 35 x 54.5 in.）

動作時：180.3 x 61 x 94 cm（71 x 24 x 37 in.）；36 U

梱包時： 142 x 88.9 x 198 cm（56 x 35 x 78 in.）

重量 動作時最大： 188 kg（414 lbs）

梱包時最大： 271 kg（598 lbs）

動作時最大： 308.4 kg（680 lbs）

梱包時最大： 392 kg（864 lbs）

温度 動作時： +5 °C（+41°F）から +35°C（+95°F）まで

非動作時： -10°C（+14°F）から +60°C（+149°F）まで

動作時： +5 °C（+41°F）から +35°C（+95°F）まで

非動作時： -10°C（+14°F）から +60°C（+149°F）まで

湿度 20%～ 80% RH、結露しないこと 20%～ 80% RH、結露しないこと



108 007-4399-001JPN

A：技術仕様

ラックの電力消費

トールラックには 220 Vの配電ユニット（PDU）、ショートラックには 120 V PDUまたは 240 V
PDUが搭載されています。 これらの PDUの仕様を、表 A-2に示します。

熱放出

SGI Graphics Clusterの各ノードには、2つのシステムファンが搭載されています。 また、各ノー
ドのプロセッサには、専用のファンが取り付けられています。 SGI Graphics Cluster Series 11に
は 1つのプロセッサと 1つのファン、SGI Graphics Cluster Series 12には 2つのプロセッサとそ
れぞれに 1つのファンが搭載されています。

衝撃 動作時： 68 in/secで 2回（落下高 6-in.）、

28 in./secで 10回（落下高 1-in.）

梱包時： 落下高 9-in. エッジ回転落下、

全 4エッジ（パレットベース）

動作時： 68 in/secで 2回（落下高 4-in.）、28 in./secで

10回（落下高 1-in.）

梱包時： 落下高 9-in. エッジ回転落下、全 4エッジ

（パレットベース）

振動 正弦振動 3-200-3 Hz、1 oct/minあたり .50 G input

15分に最小共振Hz 4回、各 .50 G（input）

ランダム振動： 

動作時： ISTA truck/air利用 1.15グラムスペクトル

（正軸のみ）

梱包時： ISTA truck/air利用 1.15グラムスペクトル

（正軸のみ）、1分（固定）、30分（非固定）

正弦振動 3-200-3 Hz、1 oct/minあたり .50 G input

15分に最小共振Hz 4回、各 .50 G（input）

ランダム振動： 

動作時： ISTA truck/air利用 1.15グラムスペクトル

（正軸のみ）

梱包時： ISTA truck/air利用 1.15グラムスペクトル

（正軸のみ）、1分（固定）、30分（非固定）

表 A-2 AC電源仕様（最大搭載システム）

分類

120 V PDU（ショートラック）
マスターノード 1、チャンネルノード 3

220 V PDU（トールラック）
マスターノード 1、チャンネルノード 7

電圧 100-140 V；単相自動切り換え、60 Hz 200-240 V；単相自動切り換え、60 Hz

電流 7.1 A 6.01 A 

最大電力消費 790 W 1305 W

表 A-1 ラックの物理的仕様（続き）

仕様 ショートラック トールラック
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最大構成のSGI Graphics Cluster（トールラック）は、最大動作負荷（1,305 W）時に約 4,450 Btu/hour
の熱を放出し、0.3708トンの冷却が必要となります。 

ラック周辺の気温の測定値は変動します。

ノード仕様

表 A-3に、SGI Graphics Clusterのノードにおける物理的環境仕様を示します。 

ノードポートピン配列

このセクションでは、ノードポートのポートピン配列情報を、以下のセクションに分けて記載し

ます。

• 「キーボードポート」（110ページ）

• 「マウスポート」（111ページ）

• 「ビデオ出力ポート」（112ページ）

• 「シリアルポート」（114ページ）

• 「パラレルポート」（115ページ）

• 「Ethernetポート」（116ページ）

• 「オーディオポート」（117ページ）

表 A-3 ノードの物理的仕様

仕様 値

システム寸法 幅： 42.9 cm（16.9 in.）

高さ： 17.3 cm（6.8 in.）

奥行： 63.6 cm（25.05 in.）（ベゼルを閉じたとき）； 60.4 cm（23.8 in.）（ベゼルは除外）

振動 動作時： 0.38 mm（0.015 in.）、5-16.2 Hz； 0.2 G、16.2-250 Hz 

非動作時： 0.6 G、5-27.1 Hz； 0.4 mm（0.016 in.）、27.1-50 Hz；2 G、50-500 Hz 

重量 14.5 kg（32 lbs）（デュアル CPUの場合）
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キーボードポート

SGI Graphics Clusterのノードは、図 A-1に示すような、標準 PS/2キーボードポートを使用し
ています。

図 A-1 キーボードポートピン配列

表 A-4に、キーボードポートのケーブルピン配列の割り当てを示します。

表 A-4 キーボードポートピン配列

ピン 割り当て

1 キーボードデータ

2 （未使用）

3 Gnd

4 キーボード電力（+5V）

5 キーボードクロック

6 （未使用）

1

2

5

6

3

4
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マウスポート

SGI Graphics Clusterのノードは、図 A-2に示すような、標準 PS/2マウスポートを使用してい
ます。

図 A-2 マウスポートピン配列

表 A-5に、マウスポートのケーブルピン配列の割り当てを示します。

表 A-5 マウスポートピン配列

ピン 割り当て

1 マウスデータ

2 （未使用）

3 Gnd

4 マウス電力（+5V）

5 マウスクロック

6 （未使用）

1

2

5

6

3

4
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ビデオ出力ポート

SGI Graphics Clusterノードのグラフィックカードは、DB15 HDビデオポートと DVI-Dポート
をサポートしています。 

図 A-3に DB15 HDポートを示します。

図 A-3 DB15 HDポートピン配列

表 A-6に、DB15 HDポートのポートピン配列の割り当てを示します。

表 A-6 DB15 HDポートピン配列

ピン 割り当て ピン 割り当て

1 赤 9 未接続

2 緑 10 Gnd

3 青 11 Gnd

4 Gnd 12 IICデータ

5 Gnd 13 水平同期

6 赤リターン 14 垂直同期

7 緑リターン 15 IICクロック

8 青リターン

11

15
14
13
12

6
1

5
4
3
2

10
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表 A-7に、DVI-Dコネクタのケーブルピン配列の割り当てを示します。

表 A-7 DVI-Dピン配列

ピン 割り当て ピン 割り当て

1 T.M.D.S. Data2- 13 T.M.D.S. Data3+

2 T.M.D.S. Data2+ 14 +5V電源

3 T.M.D.S. Data2/4シールド 15 Gnd（+5V用）

4 T.M.D.S. Data4- 16 ホットプラグ検出

5 T.M.D.S. Data4+ 17 T.M.D.S. Data0-

6 DDCクロック 18 T.M.D.S. Data0+

7 DDCデータ 19 T.M.D.S. Data0/5シールド

8 未接続 20 T.M.D.S. Data5-

9 T.M.D.S. Data1- 21 T.M.D.S. Data5+

10 T.M.D.S. Data1+ 22 T.M.D.S. Clockシールド

11 T.M.D.S. Data1/3シールド 23 T.M.D.S. Clock+

12 T.M.D.S. Data3- 24 T.M.D.S. Clock-
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シリアルポート

SGI Graphics Cluster ノードのシリアルポートは、標準 PC 互換のピン配列を使用しています。
このシリアルポートは、300bps（ビット／秒）から 115.2Kbps までのデータ速度をサポートし
ます。図 A-4にこのシリアルポートを示します。

図 A-4 シリアルポートピン配列

表 A-8に、シリアルポートのケーブルピン配列の割り当てを示します。

表 A-8 シリアルポートピン配列

ピン 割り当て 説明

1 DCD データキャリア検出

2 RD データ受信

3 TD データ送信

4 DTR データ端末レディ

5 SG 信号 Gnd

6 DSR データセットレディ

7 RTS 送信要求

8 CTS 送信可

9 RI リングインジケータ

1
2
3
4
5

6
7
8
9
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パラレルポート

SGI Graphics Clusterのノードは、図A-5に示すような、標準 DB25 1284 EPCパラレルポート
を使用しています。

図 A-5 パラレルポートピン配列

表 A-9に、パラレルポートのケーブルピン配列の割り当てを示します。

表 A-9 パラレルポートピン配列

ピン 割り当て ピン 割り当て ピン 割り当て

1 ストロボ 10 確認応答（Ack） 19 Gnd

2 データ 0 11 ビジー 20 Gnd

3 データ 1 12 エラー 21 Gnd

4 データ 2 13 選択（Select） 22 Gnd

5 データ 3 14 自動紙送り 23 Gnd

6 データ 4 15 障害 24 Gnd

7 データ 5 16 初期化 25 Gnd

8 データ 6 17 選択（SelectIn）

9 データ 7 18 Gnd

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
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Ethernetポート

SGI Graphics Clusterのノードは、10-Base-Tまたは 100-Base-TXのツイストペア Ethernetケー
ブルに対応した RJ45ポートを搭載しています。 このポートでは、起動時に接続先に応じて速度
（10 Mbpsまたは 100 Mbps）およびタイプ（半二重または全二重）が自動選択されます。図 A-6
に Ethernetポートを示します。

図 A-6 Ethernetポートピン配列

表 A-10に、Ethernetポートのケーブルピン配列の割り当てを示します。 

表 A-10 Ethernetポートピン配列

ピン 割り当て

1 送信 +

2 送信 –

3 受信 +

4 （未使用）

5 （未使用）

6 受信 –

7 （未使用）

8 （未使用）

1
2
3
4
5
6
7
8

LED

LED
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オーディオポート

SGI Graphics Clusterノードのマザーボード上のオーディオは使用不可となっています。 SGI
Graphics Cluster Series 12のマスターノードは市販品オーディオカードを搭載しています。

SGI Graphics Clusterのノードは、3.5 mmのミニジャックステレオマイクポート、アナログラ
インレベルオーディオ入力ポートおよびアナログラインレベルオーディオ出力ポートを使用して

います。

SGI Graphics Cluster Series 12のマスターノードのオーディオカードポートには、3メートル以
下のオーディオケーブルしか接続できません。 3 メートル以上のケーブルが必要な場合について
は、Balance Buddy（Rane Corporation製）や FP-UBC2（Radio Design Labs製）などのバラ
ンス変換器を使用してオーディオをバランスに変換するか、または AES デジタルオーディオへ
のアクティブ変換を行うことができます。

SGI Graphics Cluster Series12 マスターノード上のサウンドカードのポート情報については、
メーカーが提供している SoundBlaster Live! Valueサウンドカードの製品マニュアルを参照して
ください。 このカードのマニュアルは、メーカのウェブサイト、 http://www.soundblaster.com
から無料でダウンロードできます。

表 A-11に、マイク入力、ライン入力およびライン出力ポートのポートピン配列情報を示します。

表 A-11 マイク入力、ライン入力、ライン出力のポートピン配列

コネクタ チップ リング スリーブ

マイク入力 L R Gnd

ライン入力 L R Gnd

ライン出力 L R Gnd
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図 A-7にマイク入力ポートを示します。

図 A-7 マイク入力ポート

図 A-8にラインレベルポートを示します。

図 A-8 ラインレベルポート

 (+)

Gnd (-)

R

L

 (+)

Gnd (-)

R

L
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付録 B

B. 規制情報

この付録では、SGI Graphics Clusterに関する規制情報を、以下のセクションに分けて説明します。

• 「メーカーの規制宣言」（119ページ）

• 「電磁波放出」（120ページ）

• 「シールドケーブル」（121ページ）

• 「Laser Compliance Statement（レーザー適合に関するステートメント）」（122ページ）

• 「Lithium Battery Statements（リチウムバッテリに関するステートメント）」（123ページ）

メーカーの規制宣言

SGI Graphics Cluster製品は、「メーカーの適合宣言」にリストされているいくつかの国内仕様、
国際仕様、およびヨーロッパ指令に適合しています。各デバイスに表示されている CEマークは、
ヨーロッパの適合基準に適合していることを示しています。

注意：各 SGI Graphics Clusterシステムは、政府機関および第三者によりいくつかの認証、ライ
センス、および許可を得ています。 SGI による明示的な承認がない限り、本製品にはいかなる変
更も行わないでください。 承認なしに変更を行うと、このデバイスを操作するにあたってのこれ
らの承認と行政の権利を失うことになります。

システムモデル番号

各 SGI Graphics Clusterラックの CMN（モデル）番号は、ラックケースのラベルに記されてい
ます。 

!
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CE通知およびメーカーの適合宣言

「CE」マークは、デバイスが EU（ヨーロッパ共同体）の指令に適合していることを示します。 標
準規格に基づいた「適合宣言」は、SGIで作成され、要求に応じて入手可能となっています。

電磁波放出

このセクションでは、電磁波放出に関するステートメントを示します。 

FCC通知（USAのみ）

本装置は、FCC規定のパート 15に適合しています。 運用は、次の 2つの条件に従うものとします。 

• 本デバイスによって、有害な干渉を引き起こさないこと

• 本デバイスは、用途に沿わない運用により引き起こされた干渉を含み、いかなる干渉も受け

入れること

メモ：本装置は、検査を受け、FCC規則の 15項に従ったクラス Aのデジタルデバイスの制限に
適合していることが確認されています。 これらの制限は、本装置が商用環境で運用された場合の
有害な干渉に対して妥当な保護策を講じるために立案されています。 本装置は、放射性エネル
ギーを生成、使用、放射する可能性があるため、マニュアルの指示に従って設置および使用しな

い場合、無線通信に有害な干渉を引き起こす原因となることがあります。 住宅環境で本装置を運
用すると、有害な干渉を引き起こす可能性が高く、引き起こした場合ユーザーは自分自身の責任

でこの干渉を抑制する必要があります。

本装置によってテレビやラジオの受信に有害な干渉が生じるかどうかは、装置をオン・オフして

みると判断できますが、干渉が生じた場合は、次のうち 1つ以上の措置を行って干渉を抑制して
みてください。

• 受信アンテナの場所や方向を変えてみる

• 装置と受信機の距離を遠ざける

• 装置と受信機を異なる電源系統のコンセントに差し込む
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• 取り扱い代理店または熟練したラジオ／テレビ技術者に相談する

注意：適合責任者からの明示的な承認なく本装置に変更を加えると、ユーザーは本装置の運用に

あたっての権限を失う可能性があります。

Industry Canada Notice（Canada Only）（カナダ企業通知（カナダのみ））

This Class A digital apparatus meets all requirements of the Canadian Interference-Causing
Equipment Regulations.（このクラス A デジタル装置は、カナダの干渉発生装置規制のすべて
に適合しています）。

Cet appareil numérique német pas de perturbations radioélectriques dépassant les 
normes applicables aux appareils numériques de Classe A préscrites dans le Règlement 
sur les interferences radioélectriques établi par le Ministère des Communications du 
Canada.

VCCI通知（日本のみ）

シールドケーブル

SGI Graphics Clusterはシールドケーブルを含む検査条件のもと、FCCに適合していることが確
認されました。 お客様が SGIから購入されたクラスタおよび周辺機器には、シールドケーブルが
使用されています。 シールドケーブルにより、ラジオ、テレビ、他のデバイスへの干渉の可能性
が低くなります。 SGI から入手したものではないケーブルをご使用の場合は、シールド保護がさ
れていることを確認してください。 電話ケーブルはシールド保護の必要はありません。 ツイスト
ペア Ethernetケーブルはシールド保護されません。

!
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システムに付属のモニターケーブルは、無線波による干渉を軽減するため、ケーブルカバーに追

加フィルタを埋め込んでいます。 必ずシステムに付属のケーブルを使用してください。 モニター
ケーブルが損傷した場合は、交換用のケーブルを SGIから入手してください。

静電放電

SGIは、自社の製品が静電放電（ESD）の影響を受けないように設計し、テストしています。 ESD
は電磁波障害の源であり、データのエラーおよびロックアップから永久的なコンポーネントの損

傷に到るまで、様々な問題を引き起こす可能性があります。

システムの運用中は、プラスチックを含むすべてのカバーやドアを適切な位置に取り付けておく

ことが重要です。 SGI Graphics Clusterおよびその周辺装置に付属のシールドケーブルは、すべ
ての蝶ネジがしっかりと締められた状態で正しく取り付けておく必要があります。

ESDリストストラップは、メモリアップグレードや PCIアップグレードなどの一部の製品に付属
しています。 これらのアップグレードを取り付ける際には、静電気を防止するためにリストスト
ラップを使用してください。ESDによる損傷からシステムを保護します。

Laser Compliance Statement（レーザー適合に関するステートメント）

本コンピュータに含まれるCD-ROMドライブはクラス 1のレーザー製品です。 CD-ROMドライ
ブの分類ラベルはドライブ上にあります。

警告：Invisible laser radiation when open. Avoid exposure to beam.（分解すると目に見えな

いレーザー光線が外部へ放射される可能性があります。決して光線を目や身体に当てないでくだ

さい）。

Attention:  Radiation du faisceau laser invisible en cas d’ouverture. Evitter toute 
exposition aux rayons.
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Vorsicht:  Unsichtbare Laserstrahlung, Wenn Abdeckung geöffnet, nicht dem Strahl 
aussetzen.

Advertencia:  Radiación láser invisible al ser abierto. Evite exponerse a los rayos.

Advarsel!  Laserstråling vedåbning se ikke ind i strålen

Varo!  Lavattaessa Olet Alttina Lasersåteilylle

Varning:  Laserstrålning når denna del år öppnad ålå tuijota såteeseenstirra ej in i 
strålen.

Varning:  Laserstrålning nar denna del år öppnadstirra ej in i strålen.

Advarsel:  Laserstråling nar deksel åpnesstirr ikke inn i strålen.

Lithium Battery Statements（リチウムバッテリに関するステートメント）

各ノードのマザーボートにはリチウムバッテリが付いています。

警告：バッテリの交換が不適切な場合、爆発する危険性があります。メーカーが推奨している

バッテリまたはそれと同等のもの以外とは交換しないでください。使用済みのバッテリは、メー

カーの指示に従って廃棄してください。
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B：規制情報

Advarsel!  Lithiumbatteri - Eksplosionsfare ved fejlagtig håndtering. Udskiftning 
må kun ske med batteri af samme fabrikat og type. Léver det brugte batteri tilbage til 
leverandøren.

Advarsel:  Eksplosjonsfare ved feilaktig skifte av batteri. Benytt samme batteritype 
eller en tilsvarende type anbefalt av apparatfabrikanten. Brukte batterier kasseres i 
henhold til fabrikantens instruksjoner.

Varning:  Explosionsfara vid felaktigt batteribyte. Anvãnd samma batterityp eller 
en ekvivalent typ som rekommenderas av apparattillverkaren. Kassera anvãnt batteri 
enligt fabrikantens instruktion.

Varoitus:  Päristo voi räjähtää, jos se on virheellisesti asennettu. Vaihda paristo 
ainoastaan laitevalmistajan suosittelemaan tyyppiin. Hävitä käytetty paristo 
valmistajan ohjeiden mukaisesti.

Vorsicht!  Explosionsgefahr bei unsachgemäßen Austausch der Batterie. Ersatz nur 
durch denselben oder einen vom Hersteller empfohlenem ähnlichen Typ. Entsorgung 
gebrauchter Batterien nach Angaben des Herstellers.
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